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は

じ

め

『
道
家
金
石
略
』
が
『
安
徽
通
志
金
石
古
物
考
稿
』
を
引
い
て
掲
載
す
る
「
高
廟
呑
火
公
援
」
(
八
七
九
頁
)
を
ま
ず
は
じ
め
に
紹

(

1

)

 

介
す
る
。
こ
の
公
援
は
、
大
徳
元
年
(
一
二
九
七
)
、
張
留
孫
が
濠
州
玄
妙
観
に
宛
て
護
給
し
た
文
書
で
、

本
稿
は

歴
史
的
に
興
味
深
い
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
を
包
含
す
る
。
拙
論
は
こ
の
公
擦
を
一
躍
解
説
す
る
も
の
だ
が
、

そ
の
員
の
目
的
は
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
道
数
管
理
の
し
く
み
全
瞳
を
概
観

す
る
黙
に
あ
る
。

モ
ン
ゴ

ル
時
代
の
道
教
は
、
宮
観

・
道
士
に
宛
て
一
一
帝
室
や
行
政
が
多
く
の
文
書
を
設
給
し
て
い
る
た
め、

モ
ン
ゴ
ル
政
権
の
政
治
史
、
支
配



の
構
造
、
政
権
や
投
下
の
寅
朕
、
な
ら
び
に
元
朝
史
の
諸
問
題
を
考
え
る
上
で
い
く
つ
か
の
材
料
を
提
供
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
方
面
か
ら
の

道
教
研
究
は
、
す
で
に
数
種
の
す
ぐ
れ
た
道
教
研
究
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
、
十
分
な
成
果
を
あ
げ
て
い
な
い

の
が
寅
献
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
陳
園
符
『
道
臓
源
流
考
』
や
陳
垣
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
は
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
多
く
の
紙
面
を
割
く
古

典
的
な
名
著
で
あ
る
が
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
道
教
が
な
ぜ
数
固
化
し
、
数
圏
内
部
が
ど
の
よ
う
な
瞳
制
を
と
り
、
そ
れ
が
時
の
政
擢
や
政
治
史

と
ど
の
よ
う
な
閥
わ
り
に
あ
っ
た
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
解
答
を
興
え
て
く
れ
な
い
。
ま
た
、
思
想
史
の
方
面
か
ら
も
幾

そ
れ
ら
の
業
績
の
多
く
は
各
教
圏
や
個
人
の
思
想
の
内
奥
に
迫
る
も
の
で
、
政
権
側
が
護
給
し
た
特
許
文
書

多
の
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

と
い
っ
た
世
俗
的
な
事
柄
に
そ
も
そ
も
言
及
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
宮
観
・
道
士
に
宛
て
護
給
さ
れ
た
文
書
史
料
を
中
心
に
、

一
二
三
八
年
頃
か
ら
お
よ
そ
百
年
聞
の
モ
ン
ゴ
ル
政
権
の
道
教
政
策
を

概
観
す
る
。
こ
こ
で
議
論
し
た
い
の
は
道
教
と
政
治
史
の
関
わ
り
で
あ
り
、

よ
り
具
瞳
的
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
道
教
が
な
ぜ
数
固
化
し
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そ
れ
が
モ
ン
ゴ
ル
政
権
の
い
か
な
る
性
格
を
反
映
す
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。
張
留
孫
護
給
に
よ
る
大
徳
元
年
の
公
援
は
そ
の
た
め
の

導
入
で
あ
り
、
こ
の
公
援
そ
れ
自
韓
、
な
い
し
張
留
孫
そ
の
人
に
問
題
の
焦
離
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

甲

乙

住

持

で
は
ま
ず
、
公
擦
を
紹
介
し
よ
う
。

道
親
祭
杷
に
つ
い
て
の
謹
明
書

皇
一
一
帝
の
お
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
玄
数
宗
師
志
道
弘
教
沖
玄
員
人
(
の
競
を
贈
ら
れ
)
、
江
准
刑
裏
等
路
の
道
教
を
統
轄
す
る
都
提
貼
、

同
知
集
賢
院
道
教
事
に
任
じ
ら
れ
た
(
張
留
孫
が
護
給
す
る
)
。

(
2〉

安
豊
路
濠
州
の
道
正
司
が
添
附
し
て
上
申
し
て
き
た
玄
妙
観
の
住
持
潜
宗
野
の
申
請
書
に
よ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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「
本
観
は
亡
宋
の
時
よ
ガ
甲
乙
住
持
の
遁
観
で
、

先
代
よ
り
衣
の
代
へ
と
、

輪
番
で
順
衣
佐
持
の
職
を
つ
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
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(
宋
朝
が
元
朝
に
)
鯖
腐
し
て
以
来
、
連
年
口
造
、
謹
明
書
書
き
換
え
の
手
績
き
を
お
願
い
せ
ず
に
お
り
ま
し
た
。
ま
た
思
い
ま
す
に
、

徐
山
高
一
帝
廟
の
祭
杷
は
宋
朝
の
頃
は
本
翻
の
管
轄
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
経
費
を
は
か
り
、

(
建
物
を
)
管
理
し

(道
土
を
)
養
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

〈
安
豊
路
濠
州
道
正
司
に
お
願
い
致
し
ま
す
に
は
、
本
申
請
書
を
)
添
附
の
う
え
上
紐
(
の
集
賢
院
)
に
謹
明
書
の
護
給

を
上
申
し
、

玄
妙
観
の
甲
乙
住
持
・
な
ら
び
に
徐
山
高
一
帝
廟
の
祭
杷
の
監
督
権
を
お
認
め
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
。

ま
た
、

(
安
豊
路
濠
州
の
道
正
司
も
)
玄
妙
観
住
持
潜
宗
野
の
申
請
内
容
を
事
買
と
保
護
し
、

お
調
べ
を
乞
う
と
の
こ
と
。

こ
の
上
申
を
う
け
て
、
申
請
事
項
を
許
可
し
た
。
誼
明
書
を
出
給
し
、
本
貌
を
甲
乙
住
持
と
し
て
(
師
弟
関
係
の
中
で
)
順
次
住
持
さ

(

3

)

 

せ
、
ま
た
、
以
前
ど
お
り
徐
山
高
帝
廟
の
祭
杷
を
管
轄
し
て
改
築
造
営
を
監
督
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
決
め
ら
れ
た
期
日
に
は
祭

杷
を
致
し
、
皇
帝
の
長
蕎
を
祈
る
も
の
と
す
る
。
精
勤
に
は
げ
み
、
な
ま
け
る
で
な
い
。
詮
明
書
に
つ
い
て
は
、
き
司
と
議
し
て
出
給
す

る。

本
給
文
は
、
大
徳
元
年
(
一
二
九
七
)
三
月
に
張
留
孫
に
よ

っ
て
瑳
給
さ
れ
、

大
徳
六
年
(
二
ニ
O
二
)
二
月
、

恐
ら
く
徐
山
高
一
帝
廟
内
に
碑

『
道
家
金
石
略
』
に
よ
れ
ば
本
碑
は
安
徽
省
懐
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右
、
し
か
と
濠
州
玄
妙
観
に
申
し
つ
け
る
。
こ
れ
を
う
け
ら
れ
よ
。

文
と
し
て
立
石
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
玄
妙
翻
と
再
一
帝
廟
の
所
在
は
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、

遠
に
あ
る
と
い
う
か
ら
、
少
な
く
と
も
高
一
帝
廟
の
方
は
そ
の
懐
遠
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
木
公
援
は
、
玄
妙
視
に
宛
て
、
玄
妙
翻
の
甲
乙
住
持

と
、
下
院
高
一
帝
廟
と
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
甲
乙
住
持
」
と
は
、
あ
る
道
観
の
住
持
職
を
出
す
宮
翻
・
宗
祇
・
門
涯
が
所
司
の
承
認
を
得
て
固
定
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か

の
師
弟
関
係
に
よ
っ
て
、
同
一
の
宮
観
・
宗
祇
・
門
涯
か
ら
順
次
輪
番
で
住
持
を
措
賞
し
て
ゆ
く
制
度
を
い
う
。
こ
の
制
度
は
、
元
来
は
欄
宗

の
併
寺
の
制
と
思
わ
れ
、
恐
ら
く
南
宋
の
頃
か
ら
宮
観
の
住
持
に
も
適
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
公
擦
で
も
「
本
観
は
亡
宋
の
時

よ
り
甲
乙
住
持
」
と
記
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
語
実
は
、

一
般
に
は
「
十
方
住
持
」
と
封
照
し
て
用
い
ら
れ
、

観
・
門
涯
に
拘
泥
せ
ず
、
住
持
が
空
席
に
な
れ
ば
所
司
の
任
命
を
ま
っ
て
贋
く
諸
方
に
住
持
を
求
め
る
制
度
で
あ
る
の
に
射
し
、
所
司
の
承
認

「
十
方
」
が
、

一
つ
の
宮



を
得
て
、
門
涯
内
の
い
わ
ば
序
列
と
自
由
裁
量
で
住
持
を
決
め
て
ゆ
く
制
度
で
あ
っ
た
。
住
持
期
間
も
定
め
る
所
、
が
あ
る
よ
う
に
見
う
け
ら

れ
、
住
持
の
交
替
は
必
ず
し
も
前
任
者
の
死
を
意
味
し
な
い
。
本
公
擦
に
も
「
先
代
か
ら
次
の
代
へ
と
、
輪
番
で
順
次
」
と
説
明
す
る
よ
う

に
、
一
定
の
師
弟
関
係
の
中
で
あ
た
か
も
官
吏
の
蓮
轄
の
ご
と
く
、
住
持
を
交
替
し
て
ゆ
く
制
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
甲
乙
」
と
は
、

と
こ
ろ
で
、

「
甲
乙
住
持
」
と
「
十
方
住
持
」
と
を
宮
観
・
道
士
の
側
か
ら
見
た
場
合
、
道
土
た
ち
は
恐
ら
く
「
甲
乙
」
の
方
を
よ
り
有
利

一
定
の
年
限
あ
る
道
観
で
修
行
を
つ
み
、
師
弟
関
係
を
承
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
関
係
に
し
た
が
っ
て
賂
来
の
自
身
は

か
な
り
藻
想
可
能
な
も
の
に
な
る
。
元
朝
期
の
遁
土
と
い
え
ど
も
、
自
身
の
出
世
を
望
ん
だ
の
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
宮
観
の

に
感
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

管
理
・
運
営
と
い
う
面
か
ら
見
て
も
、
「
甲
乙
住
持
」
の
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
擢
盆
を
守
っ
て
い
く
上
で
便
利
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
宮
観
・
道
士
の
多
く
は
「
十
方
」
が
「
甲
乙
」
に
轄
換
さ
れ
る
の
は
歓
迎
し
た
が
、
そ
の
逆
は
望
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
雨
新
金
石
士
山
』
巻
十
七
に
は
「
霊
麿
観
甲
乙
住
持
札
付
碑
」
と
題
さ
れ
る
一
文
が
掲
載
さ
れ
る
が
、

九
代
天
師
張
嗣
成
が
至
順
三
年
〈
二
三
三
一
)
に
護
給
し
た
給
文
。
こ
の
給
文
の
中
に
は
、
元
来
「
甲
乙
住
持
」

「
十
方
」
に
獲
更
さ
れ
た
こ
と
に
猛
烈
に
抗
議
す
る
、
杭
州
路
正
一
数
代
表
・
遁
元
額
麿
嘉
成
員
人
・
康
、
氷
年
の
次
の
よ
う
な
上
申
書
が
あ

る。

こ
の
札
付
は
、

正
一
教
の
第
三
十
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だ
っ
た
杭
州
霊
鷹
翻
酬
が
突
如

ひ
そ
か
に
思
い
ま
す
に
、
杭
州
路
呉
山
の
承
天
霊
藤
観
は
、
元
来
、
師
粗
鄭
観
妙
の
開
基
に
か
か
り
、
永
く
「
甲
乙
住
持
」
に
せ
よ
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
至
元
二
十
七
年
に
戸
籍
調
査
を
行
っ
た
際
も
ま
た
「
甲
乙
」
の
宮
観
と
し
て
報
告
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
わ
た
く
し

は
、
師
租
鄭
観
妙
先
生
の
孫
弟
子
・
股
元
燥
を
も
と
も
と
師
と
い
た
す
身
。
の
ち
に
、
皇
姑
大
長
公
主
に
し
た
が
っ
て
全
寧
・
臆
昌
雨
路

に
お
つ
か
え
に
参
っ
た
た
め
、
霊
鷹
観
を
留
守
に
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
還
俗
し
た
沼
従
虎
が
別
の
宗
涯
の
道
士
王
永
亨
と
結
托
し
て

正
一
教
主
張
天
師
の
札
付
を
だ
ま
し
取
り
、
「
甲
乙
」
を
「
十
方
」
に
改
め
て
霊
庫
相
酬
を
強
奪
、
廟
宇
を
荒
鹿
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
今
わ

た
く
し
は
、
皇
帝
の
お
こ
と
ば
を
奉
じ
て
宗
陽
宮
の
住
持
、
な
ら
び
に
本
宗
涯
の
宮
獄
事
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
宗
陽
宮
全
瞳
を
監
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督
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
と
し
て
、

霊
膳
観
の
こ
と
は
宗
涯
内
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
元
来
「
甲
乙
住
持
」
の
道
観
な
の
で
す
か
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ら
、
今
、
照
舎
用
の
書
類
を
添
附
の
う
え
本
上
申
書
を
提
出
し
ま
す
の
で
、
も
と
の
ご
と
く
慮
理
さ
れ
る
こ
と
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
給
文
全
鎧
は
、
事
件
の
経
緯
、
慮
理
の
手
順
等
、
寅
に
事
細
か
く
記
述
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
お
も
し
ろ
い
文
書
に
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
に
全
文
を
譲
出
す
る
徐
裕
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
右
の
上
申
か
ら
も
剣
る
よ
う
に
、
上
申
書
を
提
出
し
た
唐
永
年
は
杭
州

・
紹
興

一

稽
の
正
一

教
を
統
轄
し
た
大
物
で
、
恐
ら
く
呉
山
霊
鷹
観
の
元
住
持
で
あ
っ
た
。
唐
永
年
は
、
霊
鷹
観
を
聞
い
た
鄭
観
妙
の
孫
弟
子
・

段
元
燈

を
師
と
し
、
こ
の
門
涯
随

一
の
寅
力
者
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
魯
園
大
長
公
主
に
し
た
が
っ
て
杭
州
を
留
守
に
し
て
い
る
聞
に
、
も
と
道
土
(
恐

ら
く
正
一
数
で
あ
ろ
う
)
の
活
従
虎
な
る
人
物
が
、
別
の
宗
涯
(
こ
れ
が
具
盤
的
に
は
ど
の
宗
波
か
は
不
明
〉
の
遁
士
王
永
亨
と
語
ら
っ
て
、
「
甲
乙
」

か
ら

「
十
方
」
に
襲
更
す
る
札
付
を
張
天
師
か
ら
も
ら
っ
た
上
で
霊
麿
親
を
乗
っ
取
司
た
と
い
う
か
ら
、

お
も
し
ろ
い
。

「
甲
乙
」
か
ら

「十

方
」
に
嬰
更
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
別
の
宗
涯
の
王
永
亨
が
は
い
り
こ
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
事
は
、
正
一
教
の

代
表
張
天
師
の
札
付
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
問
題
が
こ
じ
れ
る
の
は
必
歪
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
唐
永
年
の
側
が
張
天
師
に
か
く
も
猛
烈

に
抗
議
す
る
の
は
、

一
つ
は
、
事
が
杭
州
路
正

一
敬
の
代
表
者
で
あ
っ
た
自
分
を
無
視
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
霊
麿
観
が
自
身
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の
門
涯
の
私
有
物
で
あ
る
か
の
ご
と
き
感
捷
が
彼
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
鄭
観
妙
、
胡
縫
策
、
股
元
崎
峰
、
唐
永
年
と
、
師
弟
関
係
に
よ
っ

て
受
け
縫
が
れ
て
き
た
霊
贋
観
は
、
彼
が
管
轄
す
る
杭
州
路
の
道
観
で
あ
る
以
前
に
、
門
涯
相
俸
の
私
寺
に
あ
た
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
例
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
張
留
孫
が
大
徳
元
年
に
公
擦
を
護
給
し
た
際
、
安
盟
路
濠
州
の
玄
妙
親
は
、
徐
山
高
一
帝
廟
の
住
持
職
も
含
め
少

な
く
と
も
人
事
面
で
は
、
自
分
た
ち
の
自
由
裁
量
が
か
な
り
許
さ
れ
た
と
判
断
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
宮
観
や
廟
に
は
賓
際
に
は
寺
産
も
附
随

し
た
か
ら
、
人
事
の
掌
握
が
も
た
ら
す
利
盆
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
司
た
の
で
あ
る
。

度

牒

の

護

給

モ
ン
ゴ
ル
政
権
に
よ
る
「
漢
地
」

「江
南
」
の
宗
教
政
策
は
、
他
の
王
朝
の
そ
れ
と
比
較
し
て
一
つ
の
頴
著
な
特
徴
を
も
っ
。
そ
れ
は
、
宗

教
者
の
資
格
認
定
、
す
な
わ
ち
「
度
牒
」
の
護
給
穫
を
官
方
に
で
は
な
く
宗
教
者
側
に
一
帝
室
が
ゆ
だ
ね
た
黙
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
金
朝
や
宋



朝
の
制
度
に
あ
っ
て
は
、
道
土
や
僧
侶
の
資
格
認
定
は
向
書
省
瞳
部
が
こ
れ
を
行
っ
た
。
資
格
認
定
の
責
質
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、

「
度
牒
」
は
、
躍
部
が
「
瞳
部
向
書
」
の
名
の
も
と
に
護
行
し
た
の
で
あ
り
、
師
が
弟
子
の
得
度
を
勝
手
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
。
道
土
や
借

侶
は
方
外
の
身
で
は
あ
っ
た
が
、
方
外
の
身
と
な
る
た
め
の
資
格
認
定
は
官
方
が
こ
れ
を
執
行
し
た
の
で
あ
る
。

が
、
こ
れ
が
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
な
る
と
そ
う
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、

『
元
史
』
各
六
本
紀
、
世
租
至
元
二
年
(
一
二
六
五
〉
二
月
の
僚
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

総
統
所
に
詔
識
し
て
、
借
入
の
五
大
部
経
に
逼
ぜ
し
者
は
中
選
と
し
、
徳
業
あ
る
者
を
以
て
州
郡
の
借
録
、
剣
、

仰
お
各
路
に
三
拳
議
、
三
鵡
舎
を
設
け
し
む
。

ま
た
、
こ
れ
に
は
『
遁
制
篠
格
』
巻
二
十
九
「
選
試
借
入
」
に
次
の
よ
う
な
関
連
記
事
が
あ
る
。

正
副
都
綱
等
官
と
し
、

「
借
入
は
三
年
ご
と
に
一
度
五
大
部
経
の
試
験
を
行
い
、
組
統
所
に

〈
綿
統
所
は
)
各
路
に
舎
場
を
置
き
、
信
侶
に
な
る
た
め
の
試
験
を
行
い
、
監

(
4
)
 

壇
を
設
け
、
大
徳
を
登
壇
さ
せ
、
具
足
戒
を
興
え
、
度
牒
を
給
付
し
、
し
か
る
の
ち
に
僧
侶
と
さ
せ
よ
。
さ
ら
に
、
合
格
者
の
名
簿
を
作

り
、
そ
れ
を
穂
統
所
に
保
管
し
て
、
省
部
に
上
申
し
て
聞
奏
さ
せ
よ
。
」

至
元
二
年
二
月
に
奉
じ
た
皇
帝
の
お
こ
と
ば
の
篠
霊
の
中
の
一
項
。
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命
じ
て
、
経
義
に
遁
じ
た
徳
の
あ
る
者
を
選
抜
さ
せ
よ
。

右
の
引
用
は
、
要
す
る
に
、
度
牒
の
護
給
擢
を
「
線
統
所
」
に
認
め
、

「
選
試
」

が
巌
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
ク
ピ
ラ
イ
み
ず
か
ら
が
護
令
し

た
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
い
う
「
総
統
所
」
と
は
、
漢
人
の
僧
侶
を
統
轄
す
る
嘗
時
恐
ら
く
最
高
の
機
関
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
組
織
の
代

表
は
官
方
の
人
間
で
は
な
く
、
貫
は
僧
侶
で
あ
る
。
右
の
聖
旨
が
出
た
至
元
二
年
嘗
時
の
都
綿
統
(
総
統
所
の
代
表
)
は
定
士
山
と
い
う
借
だ
っ
た

(

5

)

 

「
定
志
塔
銘
」
に
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

と
思
わ
れ
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
『
北
京
国
書
館
議
中
園
歴
代
石
刻
拓
本
匪
編
』
必
(
四
四
頁
)

っ
か

上

(
憲
宗
モ
ン
ケ
)
特
旨
を
降
し
、
師
(
定
志
)
を
関
西
五
路
に
差
わ
し
て
、
壬
子
の
歳
(
一

二
五
二
)
の
度
牒
を
給
せ
し
む
。

-・・
至
元
乙
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定
志
は
海
雲
の
弟
子
で
大
崇
園
寺
の
住
持
。

丑
(
一
二
六
五
)
、
宣
授
諸
路
程
教
都
穂
統
掌
領
借
衆
主
教
門
事
を
奉
ず
。

「
塔
銘
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
彼
は
至
元
四
年
に
他
界
し
た
と
い
う
か
ら
、
都
総
統
だ
ア
た
の
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壬
子
の
年
に
憲
宗
モ
ン
ケ
の
命
を
う
け
て
「
関
西
五
路
」
で
度
牒
を
護
給
し
た
、
と
い
う
右
の
内
容
か
ら

彼
が
度
牒
を
護
給
し
た
の
は
「
都
練
統
」
に
な
っ
て
か
ら
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
総
統
」
の
語
、が
『
排
偶
録
』
に
も
見

え
、
『
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
二
十
五
「
華
巌
寺
明
公
和
向
碑
」
に
も
「
宣
授
諸
路
穣
数
都
総
統
頚
海
雲
後
事
大
都
慶
喜
胃
寺
住
持
嗣
法
鋳
庵
昭
沖

(
6〉

立
石
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

は

一
年
程
度
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

見
れ
ば
、

「
総
統
所
」
な
い
し
「
都
穂
統
」
は
海
雲
以
来
至
元
年
閉
ま
で
一
貫
し
て
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
定
士
ゆ
が

「
関
西
五
路
」
に
赴
い
た
そ
ン
ケ
汗
時
代
の
「
都
総
統
」
と
し
て
は
、
少
林
寺
の
一
踊
裕
繭
師
を
ま
ず
想
定
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
が
、

「
都
線

統
」
は
少
な
く
と
も
至
元
年
聞
の
頃
ま
で
は
輪
番
制
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
前
任
者
の
死
に
よ
っ
て
代
替
り
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
も
、
程
範
夫
『
程
雲
棲
集
』
巻
八
「
嵩
山
少
林
寺
裕
和
向
碑
」

(
幅
裕
の
碑
)
に
次
の
よ
う
に
あ
っ
て
、

限
を
立
詮
す
る
印
章
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

い

た

か

な

召
し
て
帳
殿
に
詣
ら
し
む
。
奏
劃
し
て
旨
に
稽
う
。
理
教
を
組
領
せ
し
め
、

「
都
穂
統
」
に
は
そ
の
擢

憲
宗
、

あ
か
し

「
都
借
省
」
の
符
を
授
く
。

時
代
の
「
総
統
所
」
と
は
要
す
る
に
、
漢
地
に
お
け
る
併
教
を
統
轄
す
る
信
人
の
機
関
で
あ
り
、

そ
の
代
表
た
る
借
侶
に
は
印
章
も
輿
え
ら
れ
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現
に
筆
者
は

「
宜
授
綿
統
標
数
少
林
長
老
之
印
」
な
る
印
を
刻
し
た
至
元
三
年
の
碑
刻
を
か
つ
て
中
園
で
目
暗
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

て
、
文
書
を
護
給
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
貼
を
道
教
に
つ
い
て
見
て
み
る
な
ら
ば
、

王
俸
『
秋
澗
先
生
大
全
集
』
巻
六
十
一

「
故
員
靖
大
師
衛
輝
路
道
数
提
貼
張
公
墓
潟

銘
井
序
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

お

く

り

も

の

わ

ず

(
張
善
淵
)
嘗
て
旨
を
奉
じ
て
諸
道
の
度
牒
を
給
す
。
鶴
叡
の
経
る
所
、
例
と
し
て
腫
あ
り
。
公
、
略
か
も
こ
れ
を
私
す
る
な
し
。

こ
こ
に
い
う
張
善
淵
な
る
人
物
は
、

壬
子
年
(
一
二
五
二
)
に

「
提
鮎
衛
輝
路
道
教
事
」

に
任
じ
ら
れ
た
遁
土
で
、

至
元
十
二
年
〈
一
二
七

子
年
、

五
)
に
七
十
歳
で
他
界
し
て
い
る
。
右
の
記
述
は
、
恐
ら
く
モ
ン
ケ
時
代
の
こ
と
を
言
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

(
7〉

(
8〉

な
い
し
そ
の
翌
年
の
葵
丑
年
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
諸
涯
道
教
の
度
牒
を
彼
が
護
給
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
道
教
に

定
志
が
度
牒
を
護
給
し
た
壬

つ
い
て
も
併
教
と
同
様
、
資
格
認
定
を
道
土
み
ず
か
ら
が
執
行
し
た
こ
と
、
間
違
い
な
い
。



張
善
淵
は
太
一
教
に
属
す
る
道
士
で
あ
っ
た
が
、

る
役
割
)
は
、
全
員
数
の
道
士
が
こ
れ
を
務
め
た
。

中
統
以
前
の
一
時
期
、
漢
地
の
道
教
代
表
(
す
な
わ
ち
併
敬
側
で
い
え
ば
「
都
線
統
」
に
あ
た

全
員
数
の
第
七
代
代
表
李
志
常
は
、
モ
ン
ケ
汗
即
位
の
そ
の
年
(
一
二
五
一
)
に
大
ハ

l
ン

(
9〉

か
ら
「
璽
書
」
と
印
章
、
金
牌
等
を
興
え
ら
れ
、
「
宣
識
僑
付
掌
管
漢
地
道
門
」
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
宣
識
僑
付
掌
管
漢
地
道

「
宣
授
諸
路
稗
教
都
綿
統
」
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
併
数
側
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
等
の
擢
限
を
意
味
す
る
も
の
と

(

叩

)

「
道
録
」
等
を
統
轄
し
て
度
牒
護
給
の
責
任
者
に
な
り
得

「
選
試
道
人
」
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
「
綿
統
所
」
に
あ
た
る
「
道
司
」

た
。
そ
の
こ
と
は
、
李
志
常
の
俸
記
史
料
「
玄
門
掌
教
大
宗
師
員
常
員
人
道
行
碑
銘
」

(
『
甘
水
仙
源
録
』
巻
一
一
一
)
の
次
の
記
述
を
参
照
す
れ
ば

門
」
の
肩
書
は
、

思
わ
れ
、

明
ら
か
で
あ
る
。

葵
丑
〈
一
二
五
三
〉
の
春
正
月
、

ぉ
ζ

上
命
を
奉
じ
て
金
銭
太
粛
を
作
す
。

随
路
の
道
士
・
女
冠
に
普
度
戒
牒
を
給
散
し
、
公
(
李
志
常
〉
を
以

て
印
押
大
宗
師
と
震
す
。

グ
ビ
ラ
イ
汗
即
位
前
の
「
漢
地
」

に
お
い
て
は
、

併
数
、

道
教
と
も
に
、

度
牒
は
恐
ら
く
次
の
よ
う
な
手
順
で
護
給
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
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L、。
「
漢
地
」
の
各
投
下
領
に
は
、
投
下
側
か
ら
任
務
を
依
託
さ
れ
た
提
黙
の
道
土
・
借
侶
が
お
り
、

道
教
側
の
代
表
は
「
掌
管
漢
地
道
門
」

一方、

「
漢
地
」
全
瞳
に
は
、
全
瞳
を
統

轄
す
る
宗
教
者
側
の
代
表
が
い
る
。
併
教
側
の
代
表
は
「
都
総
統
」
、

(

日

)

方
は
か
わ
る
〉
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
ハ

l
ン
か
ら
の
除
任
肢
と
牌
子
、
印
章
を
所
持
し
て
い
た
。
度
牒
の
護
給
は
、
各
投
下
領
に
い
る
提
黙

が
全
瞳
を
統
轄
す
る
「
都
練
統
」
「
掌
管
道
門
」
と
共
議
し
、
「
都
総
統
」
「
掌
管
道
門
」
は
「
漢
地
」
全
瞳
の
人
数
等
を
調
整
し
つ
つ
文
書

を
出
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
主
惇
「
故
員
靖
大
師
衛
輝
路
道
教
提
貼
張
公
墓
碕
銘
」
に
は
、
「
嘗
て
旨
を
奉
じ
て
諸
道
の
度
牒
を

(
寅
際
に
は
そ
の
時
に
よ
っ
て
呼
び

給
す
」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
が
、

こ
こ
に
い
う
「
旨
」

と
は
投
下
領
主
の
そ
れ
(
こ
の
場
合
は
恐
ら
く
ク
ピ
ラ
イ
〉
を
指
し
、

大
ハ

l
ン
の
そ
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れ
で
は
な
か
っ
た
。
張
善
淵
は
、
衛
輝
路
に
か
か
わ
る
道
士
の
度
牒
を
李
志
常
に
報
告
の
上
、
投
下
の
承
認
も
得
て
度
牒
を
護
給
し
た
の
で
あ

る。
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こ
れ
に
か
か
わ
る
史
料
と
し
て
は
、
度
牒
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
衣
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

今
ま
た
更
に
、
ソ
ル
コ
ク
タ
ニ
妃
の
お
こ
と
ば
と
、

フ
ラ
グ
大
王
の
お
こ
と
ば
を
奉
じ
る
に
は
、

「
楊
大
師
が
員
人
・
大
師
の
名
競
、
金

お
よ
び
宮
観
の
名
額
を
贈
興
す
る
こ
と
に
つ
い
て
奏
上
し
て
来
た
。
こ
の
奏
上
を
う
け
て
、
楊
大

師
と
い
う
名
の
者
に
申
し
興
え
る
(
フ
ラ
グ
)
大
王
の
令
旨
。
『
金
欄
・
紫
衣
の
道
服
を
は
お
る
べ
き
者
、
金
冠
・
法
服
を
輿
え
る
べ
き

冠
・
法
服
、
金
欄
・
紫
衣
等
の
道
服
、

者
、
大
師
の
名
競
に
改
め
る
べ
き
者
、
宮
視
の
名
額
を
輿
え
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、

を
し
た
の
な
ら
ば
、

お
前
が
〔
仙
孔
八
合
識
李
志
常
〕
先
生
と
相
談

お
前
が
す
べ
て
取
り
し
き
れ
。
お
前
が
す
べ
て
輿
え
よ
。
ど
の
州
城
の
も
の
で
あ
れ
、
興
え
る
べ
き
も
の
は
お
前
が

こ
の
引
用
は
、

興
え
よ
。
わ
れ
ら
、
が
ジ
ャ
サ
ク
の
決
ま
り
に
は
そ
む
く
な
。
こ
の
こ
と
ば
に
し
た
が
っ
て
事
を
行
え
と
と
あ
る
。

(

ロ

)

『
道
家
金
石
略
』
(
七
六
八
頁
〉
に
牧
録
さ
れ
る
「
庚
成
年
連
陽
重
陽
延
寄
宮
牒
文
」
の
一
部
。

一
二
五

O
年
に
涯
陽
延
書
官

(
全
員
数
波
)
に
宛
て
渡
せ
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
。

家
の
所
領
で
あ
っ
た
。

ソ
ル
コ
ク
タ
ニ
妃
と
フ
ラ
グ
大
王
に
言
及
す
る
よ
う
に
、

そ
の
ト
ゥ
ル
イ
家
か
ら
「
宣
授
数
門
提
貼
勾
嘗
」
に
任
じ
ら
れ
た
楊
大
師
(
崇
徳
保
県
大
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
述
さ
れ
る

ソ
ル
コ
ク
タ
ニ
の
麓
旨
と
フ
ラ
グ
の
令
旨
を
引
い
て
自
身
の
権
限
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
連
陽
延
毒
宮
の
故
許
抱
元
に

「
贋
陽
崇
徳
輔
教
員
人
」
の
競
の
加
贈
を
認
可
す
る
の
が
、
こ
の
牒
文
全
瞳
の
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
引
用
部
分
は
、
楊
大
師
が

フ
ラ
グ
の
令
旨
を
引
い
て
、
自
身
の
権
限
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
部
分
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

た
権
限
の
内
容
と
、
そ
れ
を
執
行
す
る
手
順
で
あ
る
。

連
陽
は
嘗
時
恐
ら
く
ト
ヮ
ル
イ
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が
名
は
不
明
)
が
、

フ
ラ
グ
か
ら
楊
大
師
に
興
え
ら
れ

楊
大
師
に
興
え
ら
れ
た
の
は
、
道
士
の
名
競
、
法
服
、
宮
観
の
名
額
に
か
か
わ
る
権
。
そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
こ
と
を
、

フ
ラ
グ
は
「
仙
孔
八

合
識
」
李
志
常
と
相
談
の
う
え
執
行
せ
よ
と
い
う
。

い
か
ら
、
全
員
数
の
第
七
代
代
表
李
士
山
常
も
「
宣
識
街
付
掌
管
漢
地
道
門
」
の
印
章
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
に
あ
司
た
の
は
、
太
宗
オ

フ
ラ
グ
の
令
旨
が
出
た
一
二
五

O
年
嘗
時
、

モ
ン
ケ
は
ま
だ
大
ハ
l
ン
に
即
位
し
て
い
な

ゲ
デ
イ
か
ら
興
え
ら
れ
た
「
仙
孔
八
合
識
」
の
稿
競
の
み
だ
司
た
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ラ
グ
は
楊
大
師
に
李
志
常
と
相
談
せ
よ

と
い
う
の
だ
か
ら
、

「
仙
孔
八
合
識
」
の
稽
競
と
は
道
教
統
轄
者
の
一
意
味
も
有
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
李
志
常
は
全



員
数
の
代
表
、
楊
大
師
の
方
も
全
員
教
徒
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
投
下
の
依
託
を
う
け
た
全
員
数
徒
が
燕
京
長
春
宮
に
い
る
代
表
と
連
絡
を
と

道
士
の
資
格
認
定
に
か
か
わ
る
度
牒
も
、
恐
ら
く
同
じ
手
績
き
を
鰹
て
護
給
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て
擢
限
を
執
行
し
た
こ
と
、
間
違
い
な
い
。

る。
も
っ
と
も
、
右
の
引
用
で
、

度
牒
に
言
及
し
な
い
か
は
、

ト
ヮ
ル
イ
家
は
楊
大
師
に
、
道
土
の
名
競
・
法
服
・
宮
銅
酬
の
名
額
に
か
か
わ
る
認
定
権
は
輿
え
な
が
ら
、
な
ぜ

一
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
楊
大
師
に
依
託
さ
れ
た
権
限
は
、
み
な
度
牒
の
護
給
よ
り
も
上
紐

に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
遁
土
へ
の
名
競
の
加
贈
は
、

〈

日

〉

は
、
大
師
、
員
人
、
宗
師
の
名
競
は
詔
殺
に
よ
っ
て
輿
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
元
来
、
度
牒
以
上
に
格
式
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
グ

は
、
よ
り
格
式
の
高
い
権
限
を
委
任
し
な
が
ら
、
度
牒
に
は
言
及
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
我
々
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
妙
だ
ろ
う
。

度
牒
震
給
と
性
格
の
上
で
は
類
似
す
る
が
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
あ
っ
て

だ
が
、
す
で
に
示
し
た
王
俸

「
故
員
靖
大
師
衛
輝
路
道
教
提
貼
張
公
墓
碕
銘
」
、
「
定
志
塔
銘
」
、
な
ら
び
に
李
士
山
常
の
道
行
碑
等
か
ら
考
え

る
な
ら
ば
、
「
借
遁
に
か
か
わ
る
選
試
」
は
壬
子
年
(
一
二
五
二
〉
か
ら
笑
丑
年
(
一
二
五
一
二
〉
に
か
け
て
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら

の
年
は
モ
ン
ケ
即
位
の
直
後
に
あ
た
り
、
つ
ま
り
、
モ
ン
ケ
即
位
の
「
恩
例
」
な
ら
び
に
丁
巳
年
の
戸
口
調
査
を
念
頭
に
置
い
て
賞
施
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
李
志
常
と
海
雲
が
教
門
代
表
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
二
一
五
一
年
。
こ
の
除
任
も
「
借
遁
に
か
か
わ
る
選
試
」
を
前
提

に
し
て
の
護
令
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
方
、
楊
大
師
が
フ
ラ
グ
の
令
旨
を
奉
じ
た

一
二
五

O
年
は
皇
后
海
迷
失
の
三
年
。
す
な
わ
ち

大
ハ

l
ン
空
位
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
二
五

O
年
に
全
国
規
模
の

「選
試
」
が
行
わ
れ
る
は
ず
も
な
い
か
ら
、
要
す
る
に
フ
ラ
グ
は
、
可
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能
性
の
な
い
「
選
試
」
と
「
度
牒
」
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
道
土
の
認
定
、
度
牒
の
護
給
擢
は
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
比
較

的
初
期
か
ら
道
教
側
に
う
つ
り
、
投
下
や
一
帝
室
は
、
出
て
来
た
案
を
そ
の
ま
ま
承
認
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
道
士
の
資
格
認
定
の
貫
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
推
測
さ
せ
る
衣
の
よ
う
な
史
料
も
あ
る
。

75 

謹
ん
で
い
た
だ
い
た
(
太
宗
オ
ゲ
デ
イ
)
皇
一
一
帝
の
お
こ
と
ば
、
皇
后
の
お
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
映
酉
の
(
全
員
数
の
〉
教
門
、
な
ら
び

に
(
塾
屋
の
)
重
陽
宮
を
提
黙
す
る
〔
泰
志
遠
が
瑳
給
す
る
〕
。
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卒
陽
府
浮
山
豚
清
都
観
の
孫
志
玄
、
孟
州
主
屋
豚
霊
都
観
の
都
志
恭
、

の
師
・
系
譜
に
つ
い
て
(
次
の
よ
う
に
〉
回
答
す
る
。

同
趨
志
深
等
の
上
申
に
つ
い
て
は
、

張
道
土
(
張
志
謹
〉
得
度

お
こ
と
ば
を
い
た
だ
い
て
闘
っ
た
。

笑
未
の
年
(
二
三
三
)
の
七
月
の
頃
、

長
春
(
丘
庭
機
〉
先
生
に
し
た
が
っ
て
朝
廷
に
赴
き
、

西
京
(
大
同
〉
の
阿
不
牢
宣
差
の
棲
に
つ
い
た
。
そ
の
日
に

(
チ
ン
ギ
ス
汗
の
)

今
、
私
(
恭
志
逮
)
が
思
う
に
、
思
い
起
こ
せ
ば
む
か
し
、

張
道
士
が
や
っ
て
来
て
、
私
が
丘
先
生
に
ひ
き
あ
わ
せ
た
の
だ
司
た
。
先
生
は
「
こ
の
道
士
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
と
問
わ
れ
た
。
張

道
士
は
「
代
州
の
紳
儲
観
か
ら
来
ま
し
た
」

と
答
え
た
。

「
誰
を
師
と
し
て
出
家
し
た
の
か
」
。

「
師
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

俗
人
で
あ
っ

た
折
、
懐
州
の
劉
老
道
士
に
い
つ
も
お
布
施
を
し
、
し
ば
し
ば
教
え
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
舟
で
航
海
に
出
ま
し
た
が
、
海
賊
に
あ

っ
て
金
品
を
奪
わ
れ
、
舟
か
ら
が
ら
闘
っ
て
参
り
ま
し
た
。
な
げ
い
て
お
り
ま
す
と
、

ふ
と
、

一
道
土
の
青
巾
を
つ
け
腕
襖
を
着
た
も
の

が
道
の
奥
義
を
示
し
、
言
い
お
え
る
と
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
や
っ
と
た
だ
の
人
で
は
な
い
こ
と
を
悟
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
雲
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水
と
な
り
諸
園
を
放
浪
し
て
師
を
求
め
ま
し
た
が
、
挫
折
す
る
ば
か
り
。
今
、
幸
い
に
も
異
人
に
お
曾
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
願

不
宵
を
お
棄
て
な
く
ん
ば
、
雑
役
人
と
し
て
お
納
め
頂
き
、
門
庭
を
掃
き
清
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。
員

随
分
た
っ
て
も
額
づ
い
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、

わ
く
ば
お
憐
み
を
か
け
て
頂
き
、

人
を
奔
し
て
師
と
さ
せ
て
頂
け
ま
す
れ
ば
幸
甚
で
す
」
。
そ
こ
で
恭
し
く
奔
躍
し
、

先
生

も
こ
れ
を
承
知
さ
れ
た
。

の
ち
、
手
の
す
い
た
折
に

(
張
は
〉
先
生
に
香
を
進
め
、
長
生
修
行
の
道
を
問
う
た
。

「
大
道
虚
無
の
道
理

(
今
か
ら
申
す
の
は
〉
こ
こ
ろ
み
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
の
だ
。
そ
も
そ
も
、
修
行
を

し
て
外
に
陰
徳
を
つ
み
、
内
に
精
気
を
固
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
く
な
ら
ば
、
た
だ
人
を
演
う
た
め
に
動
き
、
じ
っ
と
し
て
お
る

は
言
葉
で
は
示
し
得
な
い
が
、

と
は
い
え
、

な
ら
ば
、
更
に
虚
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
性
と
い
う
も
の
を
正
智
を
も
っ
て
悟
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、

一
切
は
究
極
の
道
理

と
符
合
し
て
い
る
の
だ
が
、

「
こ
の
人
は
教
門
中
の
英
傑
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
。

子
」
と
い
う
競
を
お
輿
え
に
な
り
、

め
に
な
っ
て
、

一
つ
一
つ
を
言
い
あ
ら
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
先
生
は
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
先
生
は
、

こ
の
時
、

〈
張
を
)
お
認

教
え
さ
と
さ
れ
て

「志
謹
」
と
い
う
法
名
と
「
寧
紳

(
張
は
)
即
刻
奔
受
し
た
の
で
あ
る
。



本
重
陽
宮
(
の
泰
志
遠
)
に
あ
っ
て
は
、

〈
孫
志
玄
等
の
)
上
申
に
つ
い
て
、
事
賞
関
係
を
右
の
よ
う
に
書
き
記
し
た
。
張
道
土
の
弟

子
た
ち
に
申
し
つ
け
て
、
護
明
と
し
て
用
い
き
せ
よ
。

右
、
霊
都
観
に
輿
え
る
。
こ
れ
を
う
け
ら
れ
よ
。

乙
巳
の
年
(
一
二
四
五
)
八
月
某
日
に
給
付
す
る
。

清
虚
大
師
提
貼
快
西
教
門
事
・
泰
(
志
遠
)

(

U

)

 

(
四
八
四
頁
〉
に
掲
載
さ
れ
る
ご
二
四
五
年
孟
州
王
屋
豚
霊
都
観
牒
文
」
。

に
よ
っ
て
「
提
酷
映
西
教
門
重
陽
宮
事
」
に
任
じ
ら
れ
た
泰
志
遠
(
こ
の
時
は
大
師
、
の
ち
に
員
人
と
な
る
)
が
、
乙
巳
年
(
一
二
四
五
)
に
王
屋
豚

霊
都
観
に
宛
て
護
給
し
た
「
牒
文
」
で
あ
る
。

こ
の
引
用
は
、

『
道
家
金
石
略
』

皇
帝
一
の
聖
旨
と
皇
后
の
艶
旨

本
給
文
に
記
述
さ
れ
る
張
道
士
(
張
志
謹
)
は
、
浮
山
清
都
観
の
住
持
か
ら
王
屋
霊
都
観
に
輔
じ
た
全
員
数
の
道
土
で
あ
っ
た
が
、
恐
ら
く
一

二
四
五
年
、
本
文
書
護
給
の
年
に
王
屋
霊
都
観
で
死
去
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
張
志
謹
の
弟
子
で
あ
っ
た
浮
山
清
都
翻
の
孫
志
玄
、
王
屋
霊

(

日

)

都
観
の
都
志
恭
・
趨
志
深
等
が
、
自
分
た
ち
の
責
格
認
定
と
住
持
の
承
認
を
求
め
て
提
貼
莱
志
遠
に
上
申
書
を
提
出
、
そ
の
申
請
に
回
答
し
た

の
が
本
給
文
で
あ
る
。
本
給
文
は
、
張
志
謹
の
弟
子
た
ち
の
資
格
を
認
定
す
る
黙
で
は
一
種
の
度
牒
だ
が
、
住
持
を
承
認
す
る
黙
で
は
「
住
持
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の
牒
文
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
泰
志
遠
が
記
述
し
た
資
格
認
定
の
手
順
で
あ
ろ
う
。

碁
志
遠
は
、
張
志
謹
が
丘
慮
機
の
得
度
を
受
け
た
時
の
こ
と
を
自
身
の
記
憶
か
ら
思
い
出
し
、
そ
れ
を
唯
一
の
根
擦
と
し
て
郁
志
恭
等
に
住

持
の
擢
を
承
認
す
る
。
張
志
謹
と
い
う
道
士
は
、
右
の
引
用
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
諸
園
を
流
浪
し
た
一
介
の
「
雲
水
」
で
し
か
な

か
ア
た
。
他
の
史
料
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
丘
慮
機
の
も
と
に
い
た
の
は
、
丘
慮
機
が
雲
中
に
滞
在
し
た
せ
い
ぜ
い
二
十
日
ほ
ど
の
こ
と

に
す
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
張
志
謹
の
得
度
は
正
式
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
丘
慮
機
の
方
も
度
牒
を
興
え
る
こ
と
は
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
張
志
謹
の
弟
子
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
資
格
を
認
定
す
る
誼
明
書
を
一
切
所
持
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
こ
で
や
む
な
く

77 
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泰
志
遠
を
訪
ね
た
と
い
う
の
が
、
本
牒
文
護
給
の
背
後
に
あ
る
事
情
で
あ
る
。

を
輿
え
た
丘
庭
機
も
丘
慮
機
だ
が
、

一
介
の
「
放
浪
者
」
に
「
志
謹
」
の
法
名
と
「
寧
神
子
」
の
競

「無
資
格
」
と
も
知
ら
ず
志
謹
の
門
弟
と
な
っ
た
弟
子
た
ち
も
弟
子
た
ち
で

あ
っ

た
。
恭
志
遠
は
そ
こ

で
、
張
志
謹
が
丘
虚
機
の
得
度
を
受
け
た
時
の
記
憶
を
記
述
し
て
志
謹
の
資
格
認
定
書
に
か
え
、

つ
い
で
、
こ
れ
を
弟
子
た
ち
に
輿
え
、
彼
等

の
住
持
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

丘
慮
機
に
連
な
る
道
統
が
確
認
さ
れ
た
に
と
ど
ま

つ
ま
り
、
こ
こ
に
記
述
さ
れ
た
泰
志
遠
の
手
緩
き
は
、

る。

丘
慮
機
の
孫
弟
子
で
あ
れ
ば
浮
山
清
都
翻
や
王
屋
霊
都
視
に
住
持
す
る
権
利
を
有
す
る
、
と
い
う
の
が
、

こ
の
文
書
に
は
記
述
さ
れ
な
い

「
甲
乙
住
持
」
の
制
度
に
共
通
す
る
、
師
弟
相
俸
の
「
度
牒
」
な
い
し
「
住
持
」
の
し
く
み
が
端
的
に

裏
側
の
論
理
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
は
、

見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

「
選
試
道
人
」
が
こ
う
し
た
情
質
の
み
で
行
わ
れ
た
と
は
も
ち
ろ
ん
思
え
な
い
。
皇
帝
即
位
の
「
恩
例
」
な
ど
で
聞
か
れ
る

「
選
試
」
の
際
に
は
、
経
典
の
試
験
な
ど
が
嘗
然
行
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
李
士
山
常
や
泰
志
遠
と
い
っ
た
一
部

こ
の
首
時
、

「員
人
」
や
「
大
師
」
と
い
司
た
名
放
の
も
と
に
、
そ
の
弟
子
た
ち
の
得
度
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

時
代
の
華
北
の
道
観
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
記
を
讃
め
ば

一
目
瞭
然
、
お
お
む
ね
師
弟
相
俸
の
「
甲
乙
住
持
」
と
い
っ
て
よ
い
(
た
だ
し
、

の
道
士
た
ち
が
、

モ
ン
ゴ
ル
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「
甲
乙

住
持
」
と
い
う
言
い
方
は
華
北
の
宮
翻
に
針
し
て
は
普
通
用
い
ら
れ
な
い
)
。

こ
う
し
た
現
寅
を
個
々
の
道
士
か
ら
見
た
場
合
、
度
牒
を
受
け
る
た
め
の

「選
試
」
は
あ
っ
た
が
、
特
定
の

「員
人
」

「
大
師
」
の
弟
子
に
な
る
方
が
道
士
に
な
る
た
め
に
は
近
道
で
あ
っ
た
し
、

し
か
も
、
特
定
の
道

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
は
い
っ
て
、
全
員

士
の
弟
子
に
な

っ
て
師
弟
関
係
を
承
認
さ
れ
た
方
が
、
住
持
に
な
る
た
め
に
も
近
道
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

教
教
圏
が
急
速
に
準
長
し
た
原
因
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
元
来
数
圏
色
が
稀
薄
な
中
園
の
宗
教
界
に
あ
っ
て
、

至
っ
て
な
ぜ
念
激
に
数
圏
化
が
進
ん
だ
の
か
、
と
い
う
問
題
の

一
因
も
、
恐
ら
く
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に

選
試
の
は
じ
ま
り
と
数
圏
化

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
道
教
を
適
確
に
要
約
し
た
こ
と
ば
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。



そ
も
そ
も
あ
る
宗
涯
の
長
は
み
な
禁
中
に
住
み
、
「
異
人
」
の
暁
と
印
章
を
興
え
ら
れ
、

文
書
の
や
り
取
り
を
し
て
、
ま
る
で
官
僚
制
の
ご
と
き
も
の
を
敷
く
。
大
道
教
と
は
、
「
制
封
無
憂
並
日
済
開
微
洞
明
員
君
」
劉
徳
仁
が
立

て
た
も
の
で
、
弟
子
が
代
々
そ
の
掌
教
と
し
て
の
地
位
を
継
承
し
、
大
都
南
城
(
奮
中
都
)
の
天
賓
宮
を
お
さ
め
る
。
そ
の
上
、
各
地
方

行
政
車
位
に
は
道
官
一
名
(
道
司
、
道
録
の
こ
と
)
を
置
き
、
そ
の
宗
涯
の
徒
を
管
理
し
て
、
全
員
数
、
正
一
教
と
並
び
立
つ
こ
と
が
で
き

道
敢
に
か
か
わ
る
元
朝
の
制
度
に
あ
っ
て
は
、

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

右
は
、
虞
集
『
道
園
事
古
銭
』
巻
五
十
に
お
さ
め
る
「
員
大
教
第
八
代
崇
玄
贋
化
員
人
岳
公
之
碑
」
の
一
部
で
あ
る
。
虞
集
と
い
う
人
は
、

元
朝
の
諸
制
度
を
鋭
く
洞
察
し
て
正
確
に
記
述
し
た
文
章
家
で
、
ど
の
文
章
も
驚
く
べ
き
事
柄
が
賞
に
遁
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

の
「
員
大
数
第
八
代
崇
玄
贋
化
員
人
岳
公
之
碑
」
も
例
外
で
は
な
く
、
右
の
引
用
な
ど
、

元
朝
の
遁
数
政
策
を
見
事
に
要
約
す
る
と
い

っ
て

よ
い
。
本
稿
が
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
こ
と
は
、
虞
集
の
こ
の
こ
と
ば
を
よ
り
十
分
に
理
解
す
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

(
日
山
〉

ま
た
他
の
文
章
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
が
、
こ
れ
も
、
右
の
引
用
を
理
解
す
る

一
助
と
な
ろ
う
。

元
朝
は
道
教
を
貴
び
、
道
士
の
位
放
で
「
法
師
」
か
ら
「
員
人
」
ま
で
は
、
禁
中
か
ら
上
意
を
記
し
た
文
書
を
輿
え
て
除
任
し
、
皇
帝
の
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虞
集
は
、

御
印
を
押
し
た
除
任
肢
を
授
け
る
。
更
に
重
い
職
の
場
合
は
、

中
書
省
が
「
制
」
を
記
し
て
招
喚
す
る
。

い
わ
ゆ
る
「
宣
」
の
文
字
を
附

け
る
除
任
は
、

そ
の
職
掌
が
更
に
重
い
場
合
で
あ
る
。

「
員
人
」
の
競
を
授
け
ら
れ
た
者
は
、
多
く
は
皇
家
の
一
帽
を
祈
る
任
を
興
え
ら
れ

る
か
、

な
い
し
は
、
世
の
群
事
を
奏
上
す
る
こ
と
を
仰
せ
つ
か
る
。

虞
集
が
こ
れ
ら
の
文
章
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
決
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、

「
異
人
」
の
名
競
は
皇
一
一
帝
よ
り
の
「
璽
書
」
な
い
し
「
制
書
」
を
も
っ
て
任
じ
ら
れ
る
こ
と
。
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開
圏
諸
勅
の
下
に
在
ら
ざ
る
有
り
、

す
る
。
ま
た
、
虞
集
「
員
大
教
第
八
代
崇
玄
贋
化
員
人
岳
公
之
碑
」
に
あ
っ
て
も
、
岳
徳
文
が
大
道
教
第
八
代
代
表
に
な
る
こ
と
を
記
述
す
る

る
に
、

放
に
帯
(
チ
ン
ギ
ス
汗
)
、 丘

慮
機
が
チ

ン
ギ
ス
汗
を
訪
ね
た
折
の
こ
と
を
述
べ
、

た

ま

そ

え

こ
れ
(
丘
庭
機
)
に
虎
符
を
賜
い
、
副
る
に
璽
蓄
を
以
て
す
」
と
記
述

「
是
の
第
績
を
計

た
と
え
ば
挑
燈
「
長
春
宮
碑
銘
」

(
『
元
文
類
』
巻
二
十
二
)
は
、
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部
分
で
、
衣
の
よ
う
に
い
う
。

た
ま

(
至
元
〉
二
十
一
年
、
宣
授
崇
玄
贋
化
異
人
・
掌
数
宗
師
・
統
轄
諸
路
大
遁
教
事
と
な
る
。
又
た
、
璽
書
を
賜
い
て
こ
れ
を
褒
護
す
。

た
だ
し
、
丘
慮
機
が
「
璽
垂
直
」
を
輿
え
ら
れ
た
の
は
一
種
の
例
外
に
属
す
こ
と
で
、
筆
者
が
見
た
史
料
の
範
圏
で
い
う
な
ら
、
「
異
人
」
の

加
競
と
「
璽
書
」
の
セ
ッ
ト
が
制
度
化
さ
れ
た
の
は
、
中
統
の
ク
ピ
ラ
イ
政
権
成
立
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
李
志
常
の
惇
記
史

料
(
前
掲
〉
は
、
李
志
常
が
戊
戊
の
年
(
一
二
三
八
〉
の
三
月
に
「
演
教
員
常
員
人
」
の
競
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
記
述
す
る
が
、

書
」
が
興
え
ら
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
一
切
こ
れ
を
明
記
し
な
い
。
し
か
る
に
、
乙
未
の
年
(
一
二
三
五
)
に
「
仙
孔
八
合
識
」
、

即
位
の
年
に
「
宣
議
街
付
掌
管
遁
門
」
の
肩
書
を
興
え
ら
れ
た
際
に
は
、
同
史
料
は
「
璽
書
」
が
あ
わ
せ
て
興
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
述
す
る
の

(

げ

)

で
あ
る
。
ま
た
、
丘
虚
機
が
興
え
ら
れ
た
「
璽
書
へ
な
ら
び
に
李
志
常
が
興
え
ら
れ
た
こ
通
の
「
璽
書
」
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
い
わ
ゆ
る

直
課
瞳
風
漢
文
で
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
今
日
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
劉
し
、
中
統
以
後
の
道
士
の
加
競
聖
旨
は
お
お
む
ね
「
雅

そ
の
際
に
「
璽

ま
た
モ
ン
ケ

し
か
も
、
各
「
員
人
」
の
道
行
碑
を
見
る
と
、
加
競
に
は
必
ず
「
璽
書
」
を
と
も
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う

虞
集
が
記
述
す
る
「
異
人
」
加
読
の
制
は
、
ク
ピ
ラ
イ
以
後
に
定
例
化
さ
れ
た
も
の
で
、
し
か
も
そ
れ
は
、
「
雅
文
聖

旨
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
皇
帝
が
臨
時
に
設
す
る
命
令
で
は
な
く
、
中
園
人
官
僚
が
案
作
り
を
行
う
か
な
り
形
式
化
し
た
慣
例
だ
っ
た
と

ク
ピ
ラ
イ
以
前
の
「
異
人
」
の
加
披
に
詔
殺
の
類
が
と
も
な
わ
な
か
っ
た
と
は
嘗
然
思
え
な
い
が
、
貫
際
の
手
緩
き
ゃ
護
令
者

し
た
黙
か
ら
見
て
、
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文
聖
旨
」
で
書
か
れ
て
お
り
、

推
測
さ
れ
る
。

の
面
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

グ
ピ
ラ
イ
以
前
と
以
後
と
で
は
、

お
の
ず
か
ら
差
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
次
に
、
虞
集
は
、
各
宗
涯
の
代
表
に
「
員
人
」
の
披
と
印
章
が
興
え
ら
れ
、

そ
の
代
表
が
「
禁
中
」
に
あ
っ
て
地
方
の
道
官
と
文
書
の

や
り
取
り
を
行
う
こ
と
を
述
べ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
虞
集
が
あ
げ
る
宗
涯
は
、
全
員
数
、
大
道
教
、
正
一
教
の
三
種
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
道
教
が
、
度
牒
や
「
甲
乙
住
持
」
の
し
く
み
を
遁
じ
て
し
だ
い
に
数
圏
化
を
進
行
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
。
師
弟
関
係
に
よ
っ
て
資
格
を
認
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
度
牒
を
護
給
す
る
道
士
は
み
ず
か
ら
が
属
す
る
宗
涯
に
傾
斜
し
て
ゆ
か

ざ
る
を
得
な
い
し
、
住
持
の
制
が
師
弟
相
停
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
各
宗
涯
は
必
然
的
に
分
断
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
涯
が
教
圏
化
を
推



し
進
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
宗
教
は
か
な
り
尖
鋭
化
し
た
教
圏
意
識
を
作
り
あ
げ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
教
圏
意
識
が
尖
鋭
化
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
買
は
意
外
に
早
く
お
と
ず
れ
た
。

ホ
ラ
ズ
ム
か
ら
燕
京
に
開
っ
た
丘
慮
機
は
、
チ
ン
ギ
ス
汗
か
ら
特
権
を
認
め
ら
れ
、
全
員
数

隆
盛
の
最
初
の
布
石
を
打
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
以
後
十
数
年
の
全
員
数
は
、
筆
者
の
見
る
所
、
全
員
数
全
瞳
の
隆
盛
で
は
な
く
、
燕
京
に
あ

る
丘
慮
機
一
涯
の
隆
盛
で
あ
っ
た
。
チ
ン
ギ
ス
汗
の
「
璽
書
」
に
「
丘
神
仙
奏
知
衆
底
公
事
、
是
也
聴
好
(
丘
仙
人
の
奏
上
し
て
く
る
こ
と
は
、
何

(
叩
四
〉

で
あ
れ
み
な
よ
ろ
し
い
ど
と
い
う
一
句
が
あ
る
が
、

'遁
敢
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、

一
二
一
三
年
、

こ
の
一
句
が
事
態
を
端
的
に
物
語
る
。
要
す
る
に
丘
慮
機
に
連
な
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
度

牒
で
あ
れ
住
持
で
あ
れ
、
道
教
側
の
自
由
裁
量
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
道
教
は
全
員
数
を
中
心
に
再
生
し
た
の
で
は
な
く
、
丘
慮
機
を
中

心
に
再
構
成
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
?
こ
こ
に
は
、
教
圏
化
の
崩
芽
は
あ
る
。
た
だ
し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
全
員
数
の
数
固
化
を
意
味

し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
丘
慮
機
の
目
標
が
道
教
に
あ
っ
た
の
か
全
員
数
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
貼
が
明
ら
か
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

丘
慮
機
の
死
の
約
十
年
後
、
す
な
わ
ち
戊
戊
の
年
(
一
二
三
八
)
前
後
に
見
る
こ
と
が

道
教
の
数
圏
化
は
、
そ
の
貫
質
的
な
あ
ら
わ
れ
を
、

で
き
る
。
こ
の
前
後
に
、

「
儒
人
の
選
試
」
と
と
も
に
「
道
人
の
選
試
」
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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戊
成
年
前
後
に
行
わ
れ
た
「
道
人
の
選
試
」
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
楊
失
『
還
山
遺
稿
』
上
「
洞
員
員
人
手
先
生
碑
」
。

戊
民
(
一
二
三
八
〉
の
夏
四
月
、
天
下
に
詔
し
て
遁
緯
を
選
試
す
。

戊
戊
年
は
い
わ
ゆ
る
「
戊
民
の
濯
試
」
の
年
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
儒
併
道
三
教
に
わ
た
っ
て
、
戸
籍
の
確
定
の
た
め
に
「
選
試
」
が
行
わ
れ
た

(

四

〉

こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
文
章
の
撰
者
楊
失
は
「
戊
民
の
選
試
」
の
合
格
者
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
記
述
に
は
か
な
り
の
信
愚
性
が

い
く
つ
か
の
記
述
が
あ
り
、

し
か
も
年
次
も
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

『
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
二
十
七
「
奨
金
観
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。
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ち
ヒ

丁
酉
の
歳
(
一
二
三
七
〉
、
園
家
は
貢
奉
を
卒
陽
に
設
く
。
師
(
何
志
淵
。
宋
徳
方
の
弟
子
の
一
人
〉
は
甲
科
に
中
る
。
こ
れ
よ
り
倖
を
克
れ
、
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入
道
し
て
黄
冠
師
と
震
る
。

」
こ
に
い
う
何
志
淵
な
る
道
士
は
、

卒
陽
で
「
貢
奉
」
に
腫
じ
、

「
甲
科
」
に
合
格
し
て

「責
冠
師
」

と
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

「
道
人
の
濯
試
」
で
あ
る
こ
と
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
記
述
が
丁
酉
年
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

う
常
識
的
な
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
前
掲
の
戊
成
年
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
道
人
の
選
試
」
が
丁
酉
年
か
戊
成
年
か
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
選
試
」

こ
の
貢
奉
が

(

初

)

は
三
年
ご
と
と
い

な
い
し
は
雨
年

「
祭
全
額
記
」
は
「
甲
科
」
と
い
う
単
語

を
用
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
前
後
に
行
わ
れ
た
「
選
試
」
と
は
、
度
牒
の
ラ
ン
ク
ま
で
定
め
た
か
な
り
巌
密
な
も
の
だ
司
た
と
推
測
さ
れ
る
。

に
わ
た
っ
て
寅
施
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

に
わ
か
に
は
定
め
が
た
い
が
、

こ
の
他
、

『
道
家
金
石
略
』

(
七
一
一
一
一
頁
)

「
玄
明
文
靖
天
楽
員
人
李
公
道
行
銘
弁
序
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

凡
そ
衣
冠
道
標
の
流
寓
せ
し
者
は
異
に
こ
れ
を
籍
せ

天
輿
笑
巳
(
二
=
ニ
三
〉
に
金
亡
ぶ
。
朝
廷
は
使
を
遣
し
て
四
民
を
匿
別
せ
し
め
、

ま

さ

さ

か

ん

し
む
。
公
は
儒
者
の
籍
に
在
る
も
、
時
に
兵
事
方
に
殿
な
り
。
遂
に
改
め
て
道
者
の
服
を
着
る
。

嘗
時
、

「
道
人
の
選
試
」
に
臆
じ
て
道
士
に
な
る
者
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
は
想
像
に
徐
り
あ
る
が
、
右
の
記
述
も
、

四
民
を
区
別
せ
し
め
」
と
い
う
所
な
ど
、
恐
ら
く
「
儒
傍
道
の
選
試
」
を
指
し
た
の
で
あ
る
。

「
朝
廷
は
使
を
遣
し
て
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そ
し
て
、
戊
成
年
前
後
に
行
わ
れ
た
「
道
人
の
選
試
」
に
お
い
て
、
「
朝
廷
か
ら
使
い
と
し
て
遭
わ
さ
れ
」
、

れ
も
恐
ら
く
帝
室
の
委
任
を
受
け
た
道
土
た
ち
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

度
牒
を
護
給
し
た
の
は
、

、，
、ー・

王
惇
『
秋
澗
先
生
大
全
集
』
巻
五
十
六
「
大
元
故
清
和
妙
道
贋
化

員
人
玄
門
掌
教
大
宗
師
号
ノ
公
道
行
碑
井
序
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

お
さ

旨
を
奉
じ
て
試
を
雲
中
に
経
む
。
千
人
を
度
し
て
道
士
と
篤
す
。

丙
申
〈
二
二
三
ハ
)
の
秋
、

こ
こ
に
記
述
さ
れ
る
「
清
和
大
宗
師
予
公
」
と
は
、
全
員
数
の
第
六
代
代
表
予
志
卒
の
こ
と
で
あ
る
。
者
ノ
士
山
卒
は
、

一
二
二
七
年
、
丘
慮
機
な

ま
だ
健
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
掌
教
の
座
を
李
志
常
に
譲
っ
た
人
だ
が
、
そ
の
号
ノ
志

(
幻
)

卒
が
一
二
一
三
ハ
年
、
雲
中
で
試
験
を
賓
施
し
て
千
人
に
度
牒
を
輿
え
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
嘗
時
全
員
数
は
度
牒
護
給
の
権
限
を
す
で
に
有
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

き
あ
と
の
全
員
数
掌
数
を
縫
ぎ
、

一
二
三
八
年
、



ま
た
、
こ
れ
に
類
す
る
記
述
は
他
に
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
言
及
し
た
泰
志
遠
は
、
戊
戊
の
年
に
太
宗
オ
ゲ
デ
イ
の
召

(

幻

〉

喚
を
う
け
た
と
い
い
、
そ
の
俸
記
史
料
は
衣
の
よ
う
に
い
う
。

召
さ
れ
て
闘
に
赴
く
。

(

幻

〉

オ
ゲ
デ
イ
が
李
志
常
と
泰
志
遠
を
召
喚
し
、
度
牒
護
給
の
権
限
を
委
任
し
た
こ
と
を
、
強
く

感
じ
さ
せ
る
。
戊
成
年
前
後
に
、
全
員
数
は
か
な
り
組
織
的
に
度
牒
を
瑳
給
し
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
度
牒
を
護
給
し
は
じ
め
た
の
は
全
員
数
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
・
次
に
示
す
の
は
、
大
道
教
の
事
跡
を
あ
っ
か
う
「
洛
京
繰
山
改
建

(
『
道
家
金
石
略
』
八
一
八
頁
〉
だ
が
、
そ
の
中
に
戊
戊
年
の
こ
と
を
い
う
左
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

戊
戊
の
春
、
太
宗
英
文
皇
帝
は
詔
し
て
高
道
の
も
の
を
選
ば
し
む
。
掌
教
異
常
李
公
(
李
志
常
〉
に
し
た
が
い
て
、

こ
の
記
述
な
ど
、

「
戊
戊
の
選
試
」
に
そ
な
え
、

先
天
宮
記
」

(
五
租
臨
希
成
)
、
戊
戊
よ
り
以
来
:
:
観
を
立
て
人
を
度
す
る
こ
と
、
そ
の
歎
を
知
る
な
し
。

こ
こ
で
「
戊
戊
以
来
」
と
特
に
年
次
を
指
定
す
る
の
は
、
こ
の
年
が
「
漢
地
」
で
「
道
人
の
選
試
」
が
行
わ
れ
た
-
記
念
す
べ
き
年
だ
っ
た
か
ら

の
で
あ
る
。
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で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
年
以
来
「
翻
を
立
て
人
を
度
し
た
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
全
員
数
の
み
な
ら
ず
大
道
教
も
度
牒
震
給
の
権
を
有
し
た

た
噴
か
ら
、

こ
う
し
た
記
述
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、
虞
集
の
い
う
各
宗
涯
ご
と
の
道
土
の
管
理
瞳
制
は
、
戊
成
年
前
後
に
「
道
人
の
選
試
」
が
寅
施
さ
れ

す
で
に
そ
の
初
歩
的
形
瞳
は
整
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
度
牒
護
給
の
権
は
、
各
宗
涯
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
有
し
た
。

そ
れ
ら
の
遁
土
が
そ
の
権
限
の
中
で
、

皇

室
・
投
下
か
ら
委
任
さ
れ
た
道
士
が
宗
涯
ご
と
に
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
別
に
度
牒
を
護
給
し
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
し
く
み
が
何
ら
か
の
数
圏
組
織
を
前
提
と
し
、

ま
た
各
宗
涯
の
数
固
化
を
進
行
さ
せ
て
い
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
戊
戊
の
頃
か
ら
元
朝
の
末
年
に
至
る
ま
で
、
全
員
数
と
大
道
教
が
そ
れ
ぞ
れ
同
等
の
権
限
を
有
し
、
そ
れ

ぞ
れ
同
様
に
数
圏
組
織
を
強
化
し
て
い
ア
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
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モ
ン
ゴ
ル
政
権
の
支
配
構
造
、
投
下
領
も
か
ら
む
複
雑
な
問
題
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
分
析
を
許
す
十
分
な
史
料
朕
況
に
は

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
虞
集
が
記
述
し
な
い
太
一
教
の
朕
況
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
、

い
く
つ
か
の
黙
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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太
一
教
は
、
組
織
の
上
で
は
き
わ
め
て
小
さ
な
宗
涯
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
今
日
残
る
太
一
教
関
係
の
史
料
は
、
こ
の
数
圏
が
賓
質
的
に
は

衛
輝
路
周
過
に
限
定
さ
れ
た
地
方
集
圏
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
王
惇
『
秋
澗
先
生
大
全
集
』
巻
四
十
七
「
太
一
五
租
演
化
貞
常
員
人
行
状
」

は
、
こ
の
太
一
敬
五
代
の
代
表
粛
居
需
の
行
吠
記
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
彼
は
、
粛
居
需
に
つ
い
て
ま
ず
衣
の
よ
う
に
述
べ
る
。

年
十
三
に
し
て
、
太
一
四
代
の
租
・
中
和
仁
靖
員
人
(
粛
輔
這
)
を
奔
し
て
師
と
震
す
。

:
:
:
戊
氏
の
歳
、
受
戒
し
て
道
士
と
な
る
。

こ
の
記
述
か
ら
推
測
す
る
に
、
斎
居
需
は
戊
戊
の
年
、
恐
ら
く
「
道
人
の
選
試
」
を
う
け
て
度
牒
を
興
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
太
一

教
が
全
員
数
や
犬
道
教
と
は
別
に
度
牒
を
護
給
し
た
と
い
う
記
事
は
な
い
し
、
そ
の
上
、
粛
居
蕎
の
師
・
粛
輔
道
が
「
員
人
」
の
名
を
興
え
ら

(

担

〉

れ
た
の
は
丁
来
年
〈
一
二
四
七
)
の
こ
と
で
あ
4

た
か
ら
、

彼
が
彼
の
師
か
ら
得
度
を
受
け
た
と
は
考
え
に
く
い
。

粛
居
需
は
、

全
員
数
代
表

か
大
道
教
代
表
か
ら
度
牒
の
護
給
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
壬
子
年
三
二
五
二
〉
に
な
る
と
、

主
俸
は
衣
の
よ
う
に
い
う
。

壬
子
の
歳
、
聖
主
(
ク
ビ
ラ
イ
〉
潜
邸
に
居
り
て
嶺
上
に
駐
揮
す
。
安
車
を
以
て
中
和
員
人
(
蒲
輔
道
〉
を
衛
よ
り
召
す
。

つ
い
で

燕
見
の
衣
に
師
(
新
居
欝
〉
の
才
識
明
敏
に
し
て
志
行
淳
和
な
る
を
薦
め
て
、
停
嗣
五
代
の
租
に
篇
さ
ん
こ
と
を
請
う
。

た
ま

い
て
姓
を
易
え
て
粛
と
震
し
、
即
ち
允
可
を
蒙
り
、
競
を
貞
常
大
師
と
賜
い
、
何
お
紫
衣
を
授
く
。

既
に
至
る
に
、
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の
お
誓
約
に
従

太
一
数
が
根
接
地
と
し
た
衛
輝
路
は
ト
ヮ
ル
イ
家
の
所
領
で
あ
っ
た
。
嘗
時
、
ト
ゥ
ル
イ
家
の
「
漢
地
」
に
お
け
る
代
表
は
ク
ビ
ラ
イ
。
ま

た
壬
子
年
は
、
ト
ゥ
ル
イ
の
妻
ソ
ル
コ
ク
タ
ニ
妃
が
死
去
し
、
同
時
に
、
す
で
に
言
及
し
た
「
借
道
の
選
試
」
が
貫
施
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る

年
で
あ
る
。
ク
ピ
ラ
イ
が
こ
の
年
に
粛
居
需
を
大
師
と
し
、
第
五
代
の
「
停
嗣
」
に
な
る
こ
と
を
承
認
し
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
「
選
試
」
に

あ
わ
せ
、
太
一
教
を
一
涯
と
し
て
認
定
し
た
か
ら
に
他
あ
る
ま
い
。
や
は
り
こ
の
時
に
、
ク
ビ
ラ
イ
は
、
中
和
員
人
粛
輔
道
に
ご
悟
」
の
二

(

お

)

字
の
加
贈
を
承
認
し
、
あ
わ
せ
て
衛
州
太
一
首
害
額
を
宮
に
昇
格
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ク
ビ
ラ
イ
側
に
は
、
衛
輝
路
の
太
一
教
を
安
堵
す

る
何
ら
か
の
必
要
性
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
も
ク
ピ
ラ
イ
は
、
中
統
元
年
(
一
二
六
O
)
の
秋
に
、
今
度
は
「
員
人
」
の
競
を
粛
居
蕎
に
興
え
る
こ
と
に
な
る
。



中
統
建
元
の
春
正
月
、
師
(
粛
居
書
)
に
命
じ
て
、
本
宮
〈
衛
州
高
蕎
宮
)
に
聞
き
て
黄
銭
静
醸
を
設
け
、
江
准
に
戦
残
せ
し
一
切
の
非
命

の
者
を
冥
薦
せ
し
む
。

:
:
:
秋
九
月
、
詔
も
て
閥
下
に
赴
か
し
め
、
上
よ
り
親
し
く
新
政
金
銭
酷
鍾
を
修
す
る
を
識
す
。
翌
日
、
特
に
太

一
演
化
員
常
員
人
を
競
す
る
を
賜
う
。

太
一
教
は
、
右
の
引
用
に
言
う
ご
と
く
、
園
家
祭
記
の
一
翼
を
に
な
う
道
教
数
固
と
し
て
、

グ
ピ
ラ
イ
の
認
定
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
ク
ビ
ラ
イ
の
護
令
の
背
後
に
は
、

ア
リ
ク
・
ブ
ケ
と
の
内
観
に
揺
れ
る
皇
室
の
内
部
事
情
が
あ
っ
た
し
、

ま
た
、
震
令
そ
の
も
の
が
衛
輝

路
の
投
下
領
主
と
し
て
の
そ
れ
な
の
か
大
ハ

l
ン
と
し
て
の
そ
れ
な
の
か
、

不
分
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
粛
居
華
宵
へ

の
「
員
人
」
の
加
披
は
、
道
俳
論
争
で
の
敗
北
の
た
め
に
資
格
を
剥
奪
さ
れ
て
い
た
全
員
数
第
八
代
代
表
張
士
山
敬
に
劃
す
る
そ
れ
よ
り
、
二
年

(
m
m
〉

も
先
ん
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ク
ピ
ラ
イ
は
、
太
一
教
を
少
な
く
と
も
全
員
数
よ
り
優
遇
し
た
と
い
え
よ
う
。

太
一
教
は
、
更
に
六
年
後
の
至
元
三
年
(
二
二
ハ
六
〉
、
燕
京
に
「
待
問
の
所
」
ま
で
用
意
さ
れ
る
。

至
元
三
年
、
京
師
の
劉
氏
の
宅
を
以
て
師
に
賜
い
、
驚
潔
待
聞
の
所
と
篤
す
。

グ
ピ
ラ
イ
政
権
の
漢
人
ブ
レ
ー
ン
劉
乗
忠
の
屋
敷
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
粛
潔
待
聞
の
所
」
を
用
意
し
た
の
は
、
虞
集
が
前
掲
の
碑
記
で
要
約
し
た
「
宗
祇
の
長
は
み
な
禁
中
に
住
み
」
に
掛
贋
す
る
も
の
に
ち
が
い

」
こ
に
い
う
「
劉
氏
の
宅
」
と
は
、

ク
ビ
ラ
イ
が
こ
こ
で
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:
、
。

必
ん
し

つ
ま
り
太
一
教
の
第
五
租
粛
居
需
は
、
「
員
人
」
の
競
と
京
師
の
邸
宅
と
を
輿
え
ら
れ
、
名
賓
と
も
に
太
一
敬
道
教
の
代
表
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
虞
集
は
こ
の
太
一
教
を
、
正
一
教
や
全
員
数
、
大
道
教
と
は
並
列
し
な
い
。
こ
れ
は
一
睦
ど
う

し
た
わ
け
だ
ろ
う
。

全
員
数
の
場
合
に
は
、
そ
の
組
織
は
各
投
下
を
ま
た
ぐ
大
き
な
も
の
だ
っ
た
。

だ
が
思
う
に
、
こ
れ
は
恐
ら
く
、
太
一
教
が
衛
輝
路
を
中
心
と
す
る
小
さ
な
教
圏
組
織
に
と
ど
ま
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
と
え
ば

し
た
が
っ
て
、
各
投
下
領
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
観
と
代
表
と
が

85 

あ
り
、
そ
の
代
表
た
ち
を
統
轄
す
る
全
瞳
の
長
、
す
な
わ
ち
、
京
師
に
い
て
華
北
全
憧
を
管
轄
す
る
代
表
が
必
要
だ
っ
た
。
虞
集
は
、
前
掲
の

そ
の
宗
涯
の
門
徒
を
管
理
す
る
」
と
述
べ
る
が
、
こ
の
一
文
の
意
味
す
る
と
こ

遁
行
碑
の
中
で
「
各
地
方
行
政
単
位
に
は
道
官
一
名
を
置
台
、
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ろ
は
、
要
は
投
下
領
を
指
す
に
ち
が
い
な
い
。
各
宗
涯
が
「
文
書
行
政
」
の
ご
と
き
し
く
み
を
敷
い
た
最
大
の
理
由
は
、
数
圏
と
し
て
の
縦
の

組
織
と
、
各
投
下
領
ご
と
の
横
の
し
く
み
を
う
ま
く
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
全
員
数
や
大
道
教
は
、
京
師
に
い
る
代
表
と
各

投
下
内
の
代
表
と
が
文
書
の
や
り
取
り
を
し
て
、
数
圏
と
し
て
の
全
憧
の
利
害
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

今
の
私
の
お
ぼ
ろ
げ
な
印
象
か
ら
述
べ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
中
統
か
ら
至
元
年
聞
に
か
け
て
の
華
北
道
教
教
圏
は
、
権
限
の
上
で
は
賓

質
上
大
き
な
差
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
み
な
自
身
の
数
圏
の
度
牒
を
護
給
し
て
、
遁
土
た
ち
を
自
主
管
理
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
各
宗
涯
の

宮
相
酬
は
お
お
む
ね
「
甲
乙
住
持
」
を
原
則
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
師
弟
関
係
の
中
で
、
宗
涯
・
門
涯
を
越
え
る
こ
と
な
く
住
持
を
交
替
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
宗
涯
は
文
書
行
政
の
ご
と
き
し
く
み
を
敷
き
、
度
牒
護
給
樺
を
代
表
者
に
集
中
さ
せ
て
、
宗
祇
内
で
費
生
す
る
ト
ラ

ブ
ル
を
調
整
し
た
。
こ
の
意
味
で
、
全
員
数
、
大
道
教
、
太
一
教
は
同
等
で
あ
り
、
各
宗
涯
の
代
表
も
ほ
ぼ
同
等
の
権
限
を
有
し
た
が
、
た

だ
、
そ
の
権
限
の
及
ぶ
範
囲
は
宗
徒
の
敷
、
宮
親
の
多
寡
に
比
例
し
た
か
ら
、
表
面
的
に
見
た
場
合
、
三
つ
の
数
圏
に
は
、
皇
室
・
投
下
か
ら
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興
え
ら
れ
た
特
権
に
差
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
(
た
だ
し
、
モ
ン
ケ
時
代
の
全
員
数
は
例
外
で
、
李
+
恋
吊
は
賞
質
上
も
全
道
数
を
統
轄
し
た
と

恩
わ
れ
る
し
、
ま
た
仁
宗
ア
ユ
ル
バ
ル
ワ
ダ
以
後
の
華
北
も
、
全
員
数
が
一
懸
の
代
表
を
務
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
)
。

四

張
留
孫
の
登
場

さ
て
、
至
元
十
三
年
前
の
華
北
の
道
教
は
、

お
お
む
ね
右
の
よ
う
な
賦
況
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
の
が
、

ク
ピ
ラ
イ

が
南
宋
を
併
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
召
喚
を
う
け
た
、
正
一
数
の
代
表
張
宗
演
と
そ
の
門
徒
張
留
孫
で
あ
っ
た
。

(
幻
)

恐
ら
く
一
二
四
八
年
に
生
ま
れ
、

張
留
孫
、
字
は
師
漢
、

至
治
元
年
(
一
一
一
一
一
一
一
)
に
七
十
四
歳
で
湿
し
た
こ
の
人
は
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の

道
教
を
考
え
る
上
で
、
李
志
常
と
と
も
に
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、

仁
宗
ア
ユ
ル
パ
ル
ワ
ダ
の
延
祐
二
年
(
一
一
一
二
五
)
、

「
開
府
儀
同
三

司
」
に
封
じ
ら
れ
、
元
朝
期
の
道
土
と
し
て
お
よ
そ
考
え
ら
れ
る
限
り
の
築
撃
を
き
わ
め
た
人
だ
が
、

h
-
3
-
-
J
 

φ
J
+
j
y
L
 

ク
ビ
ラ
イ
時
代
の
こ
の
人
を

あ
ま
り
に
過
大
評
債
す
る
こ
と
は
、
こ
の
場
合
さ
し
ひ
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



張
留
孫
が
正
確
に
は
い
つ
ク
ピ
ラ
イ
に
奔
謁
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

『
元
史
』
巻
九
本
紀
、
至
元
十
三
年
三
二
七
六
)
四
月
壬

「
嗣
漢
天
師
張
宗
演
を
し
て
闘
に
赴
か
し
む
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
時
に
張
留
孫
も
ク
ピ
ラ
イ
と
舎
面
し
た

ヵ:

午
の
僚
に
、

の
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、

一
方
の
張
留
孫
は
北
方
に
と
ど
ま
っ
て
、

「
管
領
江
北
准
東
准
西
剤
裏
道
教
事
」
と

「
上
卿

至
元
十
四
年
に
は
第
三
十
六
代
天
師
張
宗
演
は
龍
虎
山
に
掃
り
、

玄
教
宗
師
」
の
競
を
輿
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
上
都
に
上
帝
胴
・
大
都
に
崇
員
宮
を
た
ま
わ
っ
て
、

ク
ピ
ラ
イ
の
こ
の
慮
置
が
何
を
-意味
す
る
か
は
、
さ
ほ
ど
複
雑
な
問
題
で
は
な
い
。

し
て
銀
印
ま
で
お
び
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

ま
ず
、

至
元
十
四
年
正
月
、
ク
ピ
ラ
イ
は
漢
天
師
張
宗
演
に
劃
し
、
蓄
南
宋
領
の
全
道
教
徒
の
代
表
に
な
る
こ
と
を
承
認
す
る
。

(

叩

却

)

至
元
十
四
年
十
一
月
、
欽
奉
し
た
大
ハ

l
ン
の
お
こ
と
ば
の
あ
ら
ま
し
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

チ
ン
ギ
ス
皇
帝
、

(
m
U
〉

(
差
諜
〉
で
あ
れ
、

カ

l
ン
(
オ
ゲ
デ
イ
〉
皇
尋
常
の
お
こ
と
ば
に
、

「
併
数
徒
、
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
涯
キ
リ
ス
ト
教
徒
、

道
教
徒
は
ど
ん
な

は
ら
う
な
。
天
に
告
げ
て
(
わ
れ
ら
の
〉
一
幅
と
長
蕎
を
祈
れ
」
と
あ
っ
た
。
今
(
で
も
〉
、
以
前
の
皇
帝
の
こ
と
ば

に
し
た
が
っ
て
、

「
〈
差
震
を
〉

は
ら
わ
ず
、
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太
上
老
君
の
数
え
に
し
た
が
っ
て
天
に
告
げ
〈
わ
れ
ら
の
〉
一
帽
と
長
蕎
を
祈
れ
」
と
て
、

か
し
ら

演
法
霊
磨
沖
和
員
人
張
天
師
〈
宗
演
)
に
劃
し
て
「
江
南
(
奮
南
宋
領
〉
の
土
地
の
あ
ら
ゆ
る
道
士
た
ち
の
頭
と
な
っ
て
取
り
し
き
れ
」

と
の
こ
と
ば
を
興
え
た
。
・
:
:
道
士
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
事
で
あ
れ
、
こ
の
張
天
師
が
す
べ
て
道
理
に
し
た
が
っ
て
裁
き
を
つ
け
よ
。
道

士
た
ち
は
、
こ
の
張
天
師
の
こ
と
ば
と
太
上
老
君
の
教
え
に
そ
む
か
ず
、
道
理
に
し
た
が
っ
て
行
え
。
更
に
、
俗
人
た
ち
は
道
土
た
ち
を

裁
く
な
。
道
土
た
ち
に
、
俗
人
た
ち
と
誼
擦
を
つ
き
あ
わ
す
た
め
の
こ
と
ば
が
あ
れ
ば
、
道
土
の
頭
目
と
、
城
市
を
管
轄
し
て
い
る
官
人

た
ち
と
が
一
緒
に
裁
き
を
つ
け
よ
。
道
士
の
き
ま
り
を
守
ら
ず
、
悪
事
を
は
た
ら
き
、
う
そ
を
つ
い
て
盗
み
を
し
た
道
士
た
ち
は
、
城
市

を
管
理
し
て
い
る
ダ
ル
ガ
チ
と
官
人
た
ち
に
引
き
渡
せ
。
ま
た
、
こ
の
張
天
師
は
(
わ
れ
ら
に
)
ま
か
さ
れ
た
と
い
っ
て
、
き
ま
り
に
な

わ
れ
ら
の
も
と
に
言
っ
て
参
れ
。
ど
の
よ
う
に
し
て
で
も
、
わ
れ
ら
が
し
お
き
を
つ
け
る
。

い
こ
と
を
行
う
な
。
も
し
行
え
ば
、

87 

右
の
引
用
は
、
『
元
典
章
』
巻
三
十
三
、
種
部
六
「
稗
道
」
の
「
宮
親
不
得
安
下
」
。
本
文
書
が
、
張
天
師
宗
演
に
「
員
人
」
の
競
を
輿
え、

「
江
南
」
の
道
教
の
代
表
者
に
な
る
こ
と
を
承
認
し
た
ク
ビ
ラ
イ
の
聖
旨
で
あ
る
こ
と
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
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(
ぬ
)

た
と
え
ば
二

二
八
O
年
塾
屋
重
陽
寓
書
官
聖
旨
碑
」
な
ど
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

(

幻

)

ま
り
、
張
宗
演
に
輿
え
ら
れ
た
権
限
と
は
、
全
員
数
の
諸
代
表
に
興
え
ら
れ
た
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
辺
〉

し
か
る
に
、
張
宗
演
は
、
妻
梢
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
北
方
の
曹
本
気
に
堪
え
ら
れ
ず
、
張
留
孫
に
後
事
を
託
し
て
、
こ
の
年
の
う
ち
に
他
の
随

行
者
と
と
も
に
龍
虎
山
に
鯖
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
ク
ビ
ラ
イ
は
、
今
度
は
張
留
孫
に
封
し
「
上
卿
玄
数
宗
師
」
の
稿
披
と
、
大
都
崇
員

(

犯

)

宮
、
「
管
領
江
南
道
教
事
」
の
銀
印
を
興
え
る
こ
と
に
な
司
た
と
い
え
よ
う
。

嘗
時
、
全
員
数
の
第
十
代
代
表
部
志
誠
は
、

Jコ

本
特
許
朕
が
華
北
道
教
に
輿
え
た
そ
れ
、

「
玄
数
掌
数
宗
師
」
と
し
て
中
都
長
春
宮
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
道
教
の
第
七
代
代
表
李
徳
和

も
「
掌
教
宗
師
」
と
し
て
中
都
天
賢
官
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
太

一
数
の
第
五
組
粛
居
蕎
も

「員
人
」
と
し
て
京
師

・
劉
乗
忠
奮
宅
に

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
買
は
要
す
る
に
、
正
一
数
の
張
留
孫
が
、
全
員
数
、
大
道
教
の
代
表
等
と
と
も
に
、

「宗
師
」
の
稽
競
と
京
師
の

「待

問
所
」
な
ら
び
に
印
章
を
興
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
虞
集
が

「あ
る
宗
涯
の
長
は
み
な
禁
中
に
住
み
、
員

人
の
披
と
印
章
を
輿
え
ら
れ
て
、
文
書
の
や
り
取
り
を
し
て
、
ま
る
で
官
僚
制
の
ご
と
き
も
の
を
敷
く
」
と
-
記
述
し
た
し
く
み
、
ク
ビ
ラ
イ
が

中
統
年
聞
か
ら
「
漢
地
」

に
適
用
し
て
い
た
道
人
支
配
の
し
く
み
が
、
正
一

敬
に
も
試
み
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
張
留
孫

は
、
張
宗
演
が
龍
虎
山
に
蹄
つ
て
の
ち
、
全
正
一
教
の
代
表
と
し
て
の
役
割
を
京
師
で
務
め
た
の
で
あ
る
(
た
だ
し
、

正
一
致
、
な
い
し
江
南
道
数

は
、
簡
虎
山
と
大
都
に
二
人
の
代
表
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
の
ち
に
ト
ラ
ブ
ル
を
生
む
こ
と
に
な
る
)
。
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そ
し
て
、
張
留
孫
の
立
場
を
異
に
特
殊
な
ら
し
め
た
の
は
、
寅
は
正

一
教
で
も
ク
ビ
ラ
イ
で
も
な
か
っ
た
。
成
宗
テ
ム
ル
以
後
の
彼
の
位
置

を
約
束
し
た
の
は
、
嘗
時
皇
太
子
で
あ
っ
た
員
金
、
な
ら
び
に
一
帝
室
に
連
な
る
女
性
た
ち
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
鈍
)

張
留
孫
の
傍
記
史
料
に
よ
れ
ば
、
彼
と
員
金
が
は
じ
め
て
舎
面
し
た
の
は
、
グ
ビ
ラ
イ
が

「握
殿
」
で
天
を
祈
ろ
う
と
し
て
暴
風
雨
が
訪
れ

そ
の
時
、
真
金
も
帳
幕
の
中
に
い
た
が
、
張
留
孫
は
そ
の
暴
風
雨
を
祈
薦
で
し
ず
め
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
張
留
孫
は
ま
た
、
真
金
の
病
を
や
は
り
析
諮
問
で
治
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

至
元
十
七
年
に
は
、
全
員
教
徒
が
併
数
徒
と
あ
ら
そ
い
、
つ
い

に
放
火
事
件
に
ま
で
震
展
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
ク
ビ
ラ
イ
は
「
道
家
の
経
」
を
す
べ
て
焼
き
は
ら
お
う
と
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
を

た
時
の
こ
と
だ
?
た
と
思
わ
れ
る
。



思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
の
が
、
張
留
孫
の
言
を
停
え
た
員
金
の
奏
上
で
あ
っ
た
。
更
に
、
張
留
孫
が
、
員
金
の
孫
・
武
宗
海
山
と
仁
宗
ア
ユ
ル
パ

ル
ワ
ダ
の
名
附
け
親
だ
っ
た
こ
と
は
有
名
な
話
だ
が
、

氏
)
に
「
張
上
卿
(
留
孫
)
は
脹
の
奮
臣
に
し
て
、

も
う
一
つ
有
名
な
の
は
、

ク
ビ
ラ
イ
が
臨
終
の
際
、

員
金
の
萎
閤
闘
員
(
オ
ン
ギ
ラ
ト

し
か
も
、
至
元

必
ず
や
能
く
太
子
(
テ
ム
ル
)
に
つ
か
え
ん
」
と
遺
言
し
た
こ
と
だ
ろ
う。

る
は
天
下
の
幸
甚
し
」
と
答
え
た
と
い
う
。
完
津
と
は
、

二
十
八
年
、
桑
寄
が
伏
訣
し
た
の
ち
、
完
掴
停
を
右
丞
相
に
し
よ
う
と
し
た
ク
ビ
ラ
イ
が
張
留
孫
に
下
問
し
た
所
、
彼
は
「
誠
に
完
調
停
を
相
と
す

『
元
史
』
の
俸
に
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
賓
は
員
金
の
幕
僚
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

燕
王
員
金
の
側
近
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
そ
う
し
た
観
貼
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
元
朝
期
の
遁
数
支
配
を
特
徴

9

つ
け
る
機
関
、
す
な
わ
ち
「
集
賢
院
」
の
分
立
を
張
留
孫
が
準
言
し
た

と
い
う
事
貫
の
背
後
に
も
、
員
金
に
か
ら
む
何
ら
か
の
事
情
を
讃
み
取
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

越
孟
頬
「
上
卿
異
人
張
留
孫
碑
」
は
集
賢
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
は
い
ず
れ
も
、

張
留
孫
が
ク
ピ
ラ
イ
の
側
近
で
は
な
く
、

天
下
の
賢
土
を
館
し

は
、
得
役
を
復
す
。

以
て
道
教
を
領
せ
し
む
。

遁
官
及
び
宮
観
主
者
を
置
き
、

印
の
五
ロロ

覗2翰
し林
きは
を詔
給詰
す園
。史

そを
の ，世2
遁宇2
者り
た
る集
も賢
の t主

。。

は
じ
め
、
集
賢
は
翰
林
と
一
院
を
と
も
に
す
。

公
(
張
留
孫
)
の
奏
を
用
い
て
始
め
て
分
か
つ
。

の
ち
の
仁
宗
時
代
以
降
の
朕
況
か
ら
言
え
ば
、
前
節
で
概
観
し
た
道
教
管
理
の
し
く
み
を
集
中
さ
せ
た
、
要
は
道
教
代
表
者

た
ち
の
名
血
管
職
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
。
右
の
引
用
に
い
う
「
天
下
の
賢
土
」
と
は
、
具
僅
的
に
は
正
一
教
や
全
員
数
等
の
代
表
者
を
指
す
。
そ
の

こ
と
は
、
正
一
散
の
張
留
孫
や
呉
全
筒
、
全
員
数
の
孫
徳
接
、
孫
履
道
、
百
道
一
が
み
な
「
同
知
集
賢
院
道
教
事
」
の
肩
書
を
も
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
容
易
に
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
「
道
官
及
び
宮
観
主
者
を
置
き
、
印
の
五
品
に
親
し
き
を
給
す
」
と
い
う
の
も
、
各
宗
涯
の
代

(

お

)

表
に
印
章
を
輿
え
、
各
投
下
領
に
配
し
た
宗
涯
の
道
官
・
住
持
と
文
書
の
や
り
取
り
を
行
っ
た
こ
と
を
言
う
に
す
ぎ
な
い
。

賢
院
に
各
宗
涯
の
代
表
を
任
用
し
、
正
一
数
代
表
に
は
「
江
南
」
、
全
員
数
代
表
に
は
「
漢
地
」
を
管
轄
さ
せ
、

集
賢
院
と
は
、

つ
ま
り
、
こ
の
集

宮
親
の
管
理
に
あ
た
ら
せ
た
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の
で
あ
る
。
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お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
首
の
張
留
孫
は
正
一
教
の
代
表
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
正
式
に
「
知
集
賢
院
事
」
に
な
る
の
は
ど

う
も
成
宗
テ
ム
ル
即
位
の
折
。
ク
ビ
ラ
イ
時
代
は
、
至
元
二
十
五
年
に
「
商
議
集
賢
院
事
」
な
い
し
「
預
議
集
賢
院
事
」
に
な
司
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
「
一商
議
」
な
い
し
「
預
議
」
と
い
う
の
は
要
は
相
談
の
意
だ
か
ら
、
正
式
な
ポ
ス
ト
で
は
な
か
ア
た
の
だ
ろ
う
。
全
員
数
の
代
表
が

(

お

〉

集
賢
院
に
参
重
す
る
の
は
至
大
元
年
(
二
ニ
O
八
)
だ
か
ら
、
張
留
孫
は
全
員
数
の
代
表
に

一
鷹
十
数
年
先
ん
じ
て
は
い
る
が
、

も
、
分
立
を
建
言
し
た
嘗
の
本
人
が
参
童
せ
ず
、
主
だ
?
た
道
士
が
一
人
も
所
属
し
な
い
ク
ビ
ラ
イ
時
代
の
集
賢
院
と
は
、

そ
れ
に
し
て

占

---nr、a
、

宇
れ
、
刀

一
瞳
い
か
な
る
組

織
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
元
史
』

百
官
志
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

」
の
前
年
に

全
員
数
が
引
き
起
こ
し
た
放
火
事
件
は
結
着

集
賢
院
の
分
立
は
至
元
二
十
二
年
。

(
幻
)

し
、
王
磐
が
「
聖
旨
焚
盟
諸
路
儒
道
蔵
経
之
碑
」
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
十
二
年
の
二
月
に
は
、
全
員
数
の
第
十
代
代
表
部

(

お

〉

志
誠
が
引
退
し
、
全
員
数
代
表
の
座
を
張
志
仙
に
譲
る
こ
と
に
な
る
。
道
教
管
理
は
正
に
新
た
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

司
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
お
と
ず
れ
た
の
が
、
同
年
十
二
月
の
裕
宗
員
金
の
死
で
あ
っ
た
。

筆
者
の
想
像
を
率
直
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
員
金
は
集
賢
院
に
中
園
人
ブ
レ
ー
ン
を
集
め
、
新
た
な
中
園
経
営

・
道
教
政
策
に
乗
り
出
す
つ
も
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り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、

そ
こ
に
珠
想
外
に
お
と
ず
れ
た
の
は
自
身
の
死
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
一
帝
室
は
そ
も
そ
も
併
教
を
傘
崇

し
、
道
教
に
は
さ
ほ
ど
の
傘
敬
を
一
ホ
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
時
代
金
般
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
ク
ビ
ラ

イ
は
、
道
教
に
劃
し
て
特
に
冷
淡
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
彼
の
道
教
に
劃
す
る
態
度
は
、
中
統
初
年
か
ら
至
元
三
十
一
年
に
至
る
ま
で
、
基
本
的

に
は
何
の
襲
化
も
な
か
っ
た
。
各
数
圏
を
ほ
ぼ
同
等
に
あ
っ
か
い
、
従
来
ど
お
り
の
権
限
を
認
め
た
だ
け
で
、
特
別
な
寵
臣
を
作
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
ク
ビ
ラ
イ
か
ら
す
れ
ば
、
員
金
な
き
あ
と
、
集
賢
院
に
中
園
人
ブ
レ
ー
ン
を
集
め
る
必
要
は

一
切
な
か
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
至
元
二
十
二
年
に
分
立
さ
れ
た
集
賢
院
は
、
員
金
を
失
う
と
分
立
の
意
義
も
失
っ
て
、
空
中
分
解
す
る
以
外
な
か
っ
た
。
集
賢
院
に
は

道
士
の
参
霊
が
許
さ
れ
な
か
司
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
選
さ
え
行
わ
れ
ず
、
そ
の
朕
態
が
恐
ら
く
ク
ビ
ラ
イ
の
末
年
ま
で
績
い
た
の
で
あ
る
。

『
元
典
章
』
巻
三
十
三
、
瞳
部
六
に
は
、
至
元
二
十
五
年
の
日
附
を
も
っ
次
の
よ
う
な
文
書
が
牧
録
さ
れ
る
。



師
宗
演
が
奏
上
し
て
来
て
許
さ
れ
た
中
の
一
項
。

至
元
二
十
五
年
、
一
踊
建
行
省
が
受
け
た
向
書
省
の
容
に
茨
の
よ
う
に
あ
る
。
「
集
賢
院
の
〈
向
書
省
へ
の
〉
上
申
書
。
二
月
四
日
に
張
天

『
以
前
、
道
土
の
中
に
は
、
皇
室
を
護
持
せ
よ
と
の
聖
旨
を
も
つ
こ
と
を
理
由
に
、
三

四
箇
所
の
宮
観
の
住
持
を
兼
ね
る
も
の
が
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
た
だ
一
箇
所
の
宮
観
に
住
持
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
更
に
、
皇
室
を

護
持
せ
よ
と
の
聖
旨
を
い
た
だ
き
た
い
場
合
に
は
、
わ
た
く
し
張
天
師
が
(
そ
の
道
士
の
)
保
謹
書
を
書
き
、
集
賢
院
の
方
か
ら
申
し
出

さ
せ
ま
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
、
と
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
よ
う
に
い
た
せ
、
と
の
お
こ
と
ば
で
し
た
』
」
。

こ
の
文
書
は
、

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
龍
虎
山
に
あ
っ
た
張
天
師
宗
演
が
集
賢
院
を
逼
じ
て
奏
上
し
て
き
た
も
の
で
、
江
南
道
教
と

一
帝
室
側
の
聞
の
ル

1
ト
を
一
本
化
す
る
こ
と
を
求
め
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
こ
箇
所
の
「
集
賢
院
」
は
、
恐
ら
く
と
も
に
張
留
孫

を
指
す
。
嚢
梢
が
い
う
、
至
元
二
十
五
年
の
「
一
商
議
集
賢
院
事
」
と
は
、
江
南
道
教
と
ク
ピ
ラ
イ
を
結
ぶ
こ
う
し
た
パ
イ
プ
役
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
江
南
道
教
に
つ
い
て
、
張
留
孫
み
ず
か
ら
が
護
議
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ

っ
た
だ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
、
ク
ビ
ラ
イ
は
張
留
孫
を
正

一
教
の
京
師
の
代
表
以
上
に
は
扱
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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五

大
徳
元
年
の
公
接

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
道
土
・
宮
親
に
宛
て
護
給
さ
れ
た
文
書
類
は
、
そ
の
線
数
か
ら
見
た
場
合
、
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
書
類

を
襲
給
者
別
に
分
類
す
る
と
、
聖
旨
、
琵
旨
、
令
旨
と
い
っ
た
帝
室
関
係
の
も
の
が
相
嘗
敷
あ
り
、
次
に
多
い
の
が
総
管
府
・
元
帥
府
等
地
方

(
ぬ
〉

行
政
関
係
の
も
の
。
数
圏
が
数
圏
内
部
に
宛
て
瑳
給
し
た
も
の
は
意
外
に
少
な
く
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
全
員
数
闘
係
の
も
の
が
六
逼
、

(
川
叫
〉

正
一
教
関
係
の
も
の
が
三
通
、
計
九
逼
し
か
蔑
さ
れ
て
い
な
い
。
「
一
帝
一
師
の
法
旨
」
と
い
う
形
式
で
の
設
令
が
可
能
だ
っ
た
併
敢
に
比
較
す
る

と
、
道
教
は
、
そ
の
権
限
に
大
き
な
制
約
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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五
四
年
に
護
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
九
逼
の
う
ち
、
全
員
数
関
係
の
六
逼
は
い
ず
れ
も
李
志
常
が
代
表
を
つ
と
め
た
時
代
、
よ
り
巌
密
に
は
一
二
四
五
年
か
ら
一
二

一
方
の
正
一
教
は
、
三
逼
と
も
に
成
宗
テ
ム
ル
以
後
の
も
の
で
、
張
留
孫
の
そ
れ
が
大
徳
元
年
、

承
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「
霊
庭
観
甲
乙
住
持
札
付
碑
」
が
至
順
年
聞
の
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ク
ピ
ラ
イ
時
代
は
三
十
四
年

も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
震
給
文
書
の
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
完
全
に
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
ク
ビ

天
観
公
援
」
が
恐
ら
く
延
枯
五
年
、

ラ
イ
は
各
教
固
に
度
牒
の
設
給
権
は
認
め
た
も
の
の
、

よ
り
上
級
の
権
限
に
あ
た
る
「
道
土
の
名
競
」
と
「
宮
親
の
名
額
」
に
つ
い
て
は
、
、，
、ー

れ
を
一帝
一
室
以
外
が
掌
握
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
?
た
の
だ
ろ
う
。
ま
し
て
、
一
帝
室
以
外
が
鼓
し
た
文
書
を
碑
刻
に
す
る
の
は
論
外
で
あ
っ
た
。

本
稿
が
冒
頭
で
紹
介
し
た
「
百
円
廟
香
火
公
接
」
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
大
徳
元
年
、
す
な
わ
ち
成
宗
テ
ム
ル
時
代
に
な
っ
て
護
給

「
甲
乙
住
持
」
は
恐
ら
く
「
宮
観
の
名
額
」
に
か
か
わ
る
こ
と
だ
ろ
う
〉
。

さ
れ
て
い
た
黙
な
の
で
あ
る
(
な
お
、

ま
た
、
正

一
教
が
護
給
し
た
三
通
の
う
ち
、
本
公
擦
を
の
ぞ
く
二
通
は
と
も
に
張
天
師
の
護
給
に
か
か
る
。
張
天
師
以
外
が
護
給
し
た
の
は

本
公
擦
の
み
で
あ
り
、
そ
の
黙
で
も
こ
の
文
書
は
重
要
だ
が
、
し
か
も
お
も
し
ろ
い
の
は
、
張
留
孫
が
張
天
師
の
名
に

一
度
も
言
及
し
な
い
黙

で
あ
ろ
う
。

文
書
を
掲
載
す
る
。

こ
の
「
承
天
観
公
援
」

は

『
道
家
金
石
略
』
は
『
安
徽
遁
志
金
石
古
物
考
稿
』
を
引
い
て

「
承
天
観
公
援
」
と
い
う

太
卒
路
采
石
山
中
元
水
府
承
天
観
の
住
持
に
か
か
わ
る
字
い
を
記
述
し
、
震
給
者
は
張
天
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こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
附
言
し
て
お
く
な
ら
ば

師
、
震
給
年
は
恐
ら
く
延
結
五
年
(
一
一
一
一
一
八
)
の
こ
と
で
あ
司
た
。

承
天
観
は
、
南
宋
以
来

「十
方
住
持
」
の
廟
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、

大

徳
八
年
に
「
江
南
諸
路
道
教
所
」
の
札
付
を
受
け
て
「
甲
乙
住
持
」
に
襲
更
、
数
年
後
、

謹
明
書
を
楯
に
取
っ
て
争
い
を
起
こ
し
、
そ
の
調
停
役
が
張
天
師
の
所
ま
で
登
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「
十
方
住
持
」
の
頃
の
住
持
と
現
住
持
と
が
と
も
に

し
か
も
、
こ
の
公
擦
が
お
も
し
ろ
い

の
は
そ
の
登
場
人
物
た
ち
で
あ
る
。
大
徳
二
年
に
「
十
方
住
持
」

を
承
認
し
、
新
た
な
住
持
を
任
命
し
た
の
は
賞
は
張
留
孫
、

「
甲
乙
住
持」

側
の
道
土
の
苦
肢
を
聞
い
て
張
天
師
に
上
申
し
て
き
た
の
が
呉
全
節
で
あ
っ
た
。
張
天
師
と
し
て
も
、
こ
の
鹿
理
に
は
苦
慮
し
た
だ
ろ
う
。
事

件
は
結
局

「
甲
乙
住
持
」
側
の
勝
利
に
落
ち
つ
く
の
だ
が
、
こ
う
し
た
事
件
が
起
こ
る
の
も
、
要
は
、
江
南
道
教
の
代
表
が
一
本
化
さ
れ
て
お

ら
ず
、
複
数
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
に
文
書
を
護
給
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
張
留
孫
が
文
書
を
護
給
す
る
こ
と
は
、

歓
迎
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
江
南
道
教
全
置
か
ら
す
れ
ば
、
時
に
大
き
な
火
種
に
な
り
得
た
の
で
あ
る
。

一
部
の
人
び
と
か
ら
は
嘗
然



っ
た
。 ま

た
、
大
徳
元
年
の
木
公
擦
は
、
玄
妙
親
の
「
甲
乙
住
持
」
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
高
廟
を
玄
妙
観
の
下
院
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
あ

し
か
る
に
、
下
院
の
認
定
と
は
元
来
、
下
院
と
な
る
寺
廟
の
寺
産
・
四
至
の
照
舎
が
必
要
な
は
ず
で
あ
り
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
一
一
帝
室

の
許
可
を
得
た
組
管
府
等
地
方
行
政
皐
位
が
こ
れ
を
執
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
本
公
援
で
は
、
そ
う
し
た
手
績
き
の
記
述

が
一
切
な
い
ば
か
り
か
、
行
政
側
そ
の
も
の
に
も
言
及
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
で
も
、
本
公
擦
は
異
例
と
い
え
よ
う
。

張
留
孫
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
遁
土
と
し
て
恐
ら
く
最
高
の
出
世
を
と
げ
た
人
で
あ
る
。
彼
が
延
祐
二
年
に
「
開
府
儀
同
三
司
」
に
封
じ
ら

れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
地
位
を
興
え
ら
れ
た
遁
土
は
ク
ピ
ラ
イ
政
権
以
後
に
い
な
い
ば
か
り
か
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
全
瞳
を

通
じ
て
も
空
前
絶
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
張
留
孫
の
弟
子
の
果
全
節
は
師
の
肩
書
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
買
は
「
開
府
儀

同
三
司
」
の
み
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、
張
留
孫
が
い
か
に
特
殊
な
道
士
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
な
の
だ
が
、
こ
の
人

物
を
元
朝
史
全
瞳
の
文
脈
の
中
に
置
い
た
場
合
に
は
、
盟
十
に
特
殊
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
ま
た
別
の
一
面
も
見
え
て
く
る
。

張
留
孫
は
あ
る
意
味
で
、
テ
ム
ル
以
後
の
政
権
を
象
徴
す
る
道
士
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
政
権
は
テ
ム
ル
以
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
偏
差
は
あ
る
に
し
て
も
し
だ
い
に
そ
の
求
心
力
を
失
っ
て
い
く
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
、
一
方
の
張
留
孫
は
、
そ
れ
に
つ
れ
て
例
外
的
な
権
限
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を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
獲
得
し
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
張
留
孫
が
大
徳
元
年
に
護
給
し
た
本
公
擦
に
し
て
も
、
彼
は
張
天

師
や
行
政
側
に
一
切
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
護
令
が
な
ぜ
可
能
だ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
安
豊
路
の
投
下
領
主
も

か
ら
み
、
ま
た
何
よ
り
史
料
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
筆
者
に
は
十
分
な
解
答
が
用
意
で
き
な
い
が
、
た
だ
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
ク
ピ
ラ
イ

時
代
に
は
起
こ
り
得
な
か
司
た
事
態
が
テ
ム
ル
時
代
に
生
ま
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
「
皇
帝
聖
旨
裏
」
と
い
う
名
目
の
中
で
な
さ
れ
た
と
す
れ

ば
、
事
は
必
ず
や
テ
ム
ル
政
権
の
瞳
質
に
か
か
わ
る
問
題
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

93 

「漢
地
」
の
中
央
集
権
化
の
た
め
に
必
要
な
措
置
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
言
及
し
た
「
一
二
四
五
年
王
屋
豚
霊
都
観
給
文
」
は
、
全
員
数
数
圏
が
丘
慮
機
に
連
な
る
道
統
を
確
認
し
な
が
ら
往

成
宗
テ
ム
ル
以
後
の
張
留
孫
は
、
あ
る
一
面
で
モ
ン
ケ
時
代
の
李
志
常
に
似
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、

「
宣
議
街
付
掌
管
漢
地
道
門
」
の
肩
書
を
許
し
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、

モ
ン
ケ
汗
が
な
ぜ
李
志
常
に
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持
の
権
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

り
、
雨
者
は
と
も
に
、

二

二

五

O
年
連
陽
延
室
町
宮
牒
文
」
に
し
て
も
、
李
志
常
と
の
共
議
を
経
て
道
競
を
興
え
る
も
の
で
あ

丘
慮
機
や
李
志
常
に
言
及
し
て
、
全
員
数
内
の
原
理
を
前
提
に
し
な
が
ら
護
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
張

留
孫
の
護
給
文
書
は
、
教
圏
の
内
部
に
も
言
及
せ
ず
、
中
央
集
権
へ
の
意
志
も
見
せ
な
い
黙
で
、
全
員
数
が
護
給
し
た
六
逼
の
ど
れ
と
も
似
な

い
と
い
っ
て
よ
い
。
張
留
孫
に
輿
え
ら
れ
た
権
限
は
、
江
南
を
中
央
集
権
化
す
る
た
め
の
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
、

正
一

教
を
組
織
化
す
る
た

に
は
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
道
教
は
、
成
宗
テ
ム
ル
以
後
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
事
態
の
中

め
の
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

註(
1
〉
本
公
嬢
に
は
碑
記
(
本
稿
で
は
紹
介
し
な
い
〉
も
添
附
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
碑
記
に
は

「
乃
在
大
徳
丁
酉
三
月
、
給
降
公
錬
」
と
い
う
一

文
が
あ
る
。
大
徳
丁
酉
と
は
一
一
一
九
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。

(
2
〉
『
漢
天
師
世
家
』
巻
三
、
三
十
六
代
張
宗
演
の
僚
に
、
「
得
自
給
牒

度
人
魚
道
士
、
路
設
遁
鍛
司
、
州
設
道
正
司
、
豚
設
威
儀
司
、
皆
廃

鷲
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
道
正
司
は
道
士
・
道
視
に
射
し
牒
文
を
護

給
す
る
機
関
。
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
道
教
は
牒

文
護
給
権
を
も
っ
た
黙
に
大
き
な
特
徴
を
も
つ
が
、
こ
の
記
述
は
正
一

教
も
そ
の
様
を
も
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
重
要
で
あ
る
。

(
3
〉
『
元
典
章
』
袋
三
十
三
、
礎
部
六
「
篤
俸
法
銭
事
」
に
よ
れ
ば
、
正

月
十
五
日
、
七
月
十
五
日
、
十
月
十
五
日
の
三
日
で
あ
る
。
こ
の
一-一日

は
い
わ
ゆ
る
三
元
。

(

4

)

原
文
は
「
給
付
洞
部
」
。
こ
れ
で
は
意
味
を
震
さ
な
い
か
ら
、
「
洞

部
牒
」
の
「
牒
」
が
落
ち
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
元
朝
期
の
制

度
の
中
に
は
「
澗
部
」
は
な
い
。

(
5
〉
元
来
の
表
題
は
「
燕
口
口
都
大
崇
園
寺
宣
授
諸
路
緯
数
都
総
統
口
口

主
掌
持
経
俸
戒
清
慧
寂
照
士
山
公
大
師
塔
銘
」
と
い
う
。

〈6
)

本
碑
は
至
元
十
年
〈
一
二
七
=
一
)
の
立
石
。
し
た
が
っ
て
鋳
庵
昭
沖

も
そ
の
頃
の
都
総
統
で
あ
る
。

〈7
)

全
員
数
の
第
七
代
代
表
李
士
山
常
の
停
記
資
料
「
玄
門
掌
敬
大
宗
師
員

常
員
人
道
行
碑
銘
」
(
『
甘
水
仙
源
録
』
倉
一
ニ
〉
に
、
「
葵
丑
年
、
給
散

随
路
道
士
女
冠
普
度
戒
牒
、
以
公
魚
印
押
大
宗
師
」
と
あ
る
。
た
だ

し
、
壬
子
年
は
太
一
致
が
数
闘
と
し
て
認
定
さ
れ
た
年
と
思
わ
れ
る
か

ら
、
こ
の
年
に
度
牒
を
褒
給
し
た
可
能
性
も
高
い
。

(
8
〉
「
諸
道
度
牒
」
を
「
諸
道
に
お
い
て
度
牒
を
」
と
解
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
だ
が
、
張
普
淵
は
衡
輝
路
捻
嘗
で
、
し
か
も
こ
の
時
代
、
投
下

領
の
問
題
が
あ
っ
て
捨
嘗
地
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
た
は
ず
だ
か
ら
、
こ

こ
は
「
諸
汲
道
数
」
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

(

9

)

李
志
常
の
肩
書
・
印
章
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
金
集

数
文
書
の
研
究
付
」
〈
追
手
門
間
学
院
大
壁
文
皐
部
紀
要
目
鏡
、
一
九
九
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五
〉
で
こ
れ
を
論
じ
た
。

(
叩
)
註
〈
2
〉
参
照
。

(
日
)
「
宗
師
」
「
大
宗
師
」
「
玄
門
掌
数
」

は
、
み
な
こ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
ロ
〉
こ
の
文
書
全
佳
、
な
ら
び
に
李
志
常
と
の
関
わ
り
等
に
つ
い
て
は
、

拙
論
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
全
員
数
文
書
の
研
究
同
」
(
追
手
門
皐
院
大
皐

文
製
部
紀
要
犯
続
、
一
九
九
七
〉
で
こ
れ
を
論
じ
た
。

〈
臼
〉
本
稿
「
三
、
選
試
の
は
じ
ま
り
と
数
圏
化
」
の
節
参
照
。

(
H
〉
本
牒
文
は
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
一
一
頁
に
も
牧
録
さ
れ
る
が
、
文

字
の
一
部
と
題
名
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
の
他
、
こ
の
給
文
に
つ
い
て

は
拙
論
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
金
員
数
文
書
の
研
究
同
」
(
前
掲
)
参
照
。

(
日
)
李
士
、
山
吊
に
で
は
な
く
、
な
ぜ
莱
志
遠
に
で
あ
っ
た
か
は
、
拙
論
「
モ

ン
ゴ
ル
時
代
金
員
数
文
書
の
研
究
同
」
(
前
掲
〉
で
こ
れ
を
考
じ
た
。

(
時
〉
虞
集
『
道
園
皐
古
録
』
巻
五
十
「
侃
文
光
墓
碑
」
参
照
。

(
げ
)
『
元
代
白
話
碑
集
録
』

ω、
ω、

ω、

ωな
ら
び
に
拙
論
「
モ
ン
ゴ

ル
時
代
全
員
数
文
書
の
研
究
付
」
(
前
掲
)
参
照
。

(
お
)
『
元
代
白
話
碑
集
録
』

ω参
照
。
文
中
に
い
う
「
是
」
は
「
甚
」
の

意
で
あ
ろ
う
。

〈
印
〉
元
好
問
『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
二
十
三
「
簾
訪
使
場
君
紳
道
碑
」
参

照。

(
初
〉
前
掲
『
逼
制
傑
格
』
巻
二
十
九
「
濯
試
借
入
」
の
篠
参
照
。

(
幻
〉
同
様
の
記
述
は
『
道
家
金
石
略
』
五
四

O
頁
、
五
六
八
頁
に
も
あ

る。

(
詑
〉
『
甘
水
仙
源
録
』
巻
五
「
玄
門
弘
教
白
雲
異
人
恭
公
本
行
碑
」
参

照。

「
都
提
黙
」
と
い
ア
た
単
語

(
お
〉
こ
の
時
太
宗
が
恭
志
遠
に
輿
え
た
権
限
は
「
侠
西
」
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
前
掲
「
一
二
四
五
年
玉
屋
霊
都
観
牒
文
」

に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
一
方
の
李
志
常
は
、
む
ろ
ん
「
漢
地
」
捻

営
で
あ
っ
た
。

(
鈍
)
『
道
家
金
石
略
』
八
四

O
頁

「
大
清
翻
慾
旨
碑
」
参
照
。

(
お
)
『
道
家
金
石
略
』
八
四
一
頁
「
太

一
康
一
隅
蔦
蕎
宮
令
旨
碑
」
参
照
。

(
m
m
)

張
志
敬
の
俸
記
史
料
『
甘
水
仙
源
録
』
各
五
「
玄
門
嗣
法
掌
敬
宗
師

誠
明
員
人
道
行
碑
銘
」
に
よ
れ
ば
、
張
志
敬
へ
の
加
鋭
は
中
統
三
年
と

記
述
さ
れ
る
。

(
幻
〉
許
有
壬
『
至
正
集
』
巻
七
十
三
「
政
張
関
府
宋
度
牒
」
は
、
張
留
孫

が
景
定
四
年
(
一
一
一
六
一
二
〉
に
「
年
二
十
五
」
だ
っ
た
、
と
す
る
。

(
お
〉
『
元
史
』
巻
九
本
紀
は
、
至
元
十
四
年
正
月
と
す
る
。
『
元
典
章
』

が
十
一
月
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
聖
旨
が
十
一
月
に
龍
虎
山
に
宛
て

渡
せ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

元
来
正
月
に
愛
せ
ら
れ
た
聖
旨
が
、
何
か
の
事
情
に
よ
っ
て
十
一
月
に

再
度
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
m
U

〉
「
差
設
」
の
語
は
原
文
で
は
落
ち
て
い
る
。
『
遁
制
篠
格
』
各
二
十

九
借
道
、
「
荷
税
地
税
」
の
僚
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
「
差

設
」
の
文
字
が
な
い
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
意
園
が
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
単
純
な
脱
字
と
考
え
、
こ
れ
を
補

久
ノ
。

(
鈎
)
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
倒
、
二
三
頁
参
照
。
た
だ
し
、
奈
美
彪
は
こ

の
聖
旨
を
一
二
六
八
年
の
も
の
と
す
る
。

(
但
)
一
二
八

O
年
の
聖
旨
は
全
員
数
の
李
道
謙
に
輿
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ

た
が
、
李
道
謙
は
首
位
吋
、
全
員
数
の
「
侠
西
」
地
匡
代
表
で
あ
っ
た
。
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(
幻
)
『
清
容
集
』
各
三
十
四

「有
元
開
府
儀
同
三
司
上
卿
輔
成
費
化
保
運

玄
数
大
宗
師
張
公
家
出
陣
」
参
照
。

(
お
)
『
元
史
』
倉
十
本
紀
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
至
元
十
六
年
二
月

壬
辰
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

(
斜
)
本
稿
で
主
に
参
照
し
た
の
は
、

『
道
家
金
石
略
』
九

一
O
頁

「上
卿

員
人
張
留
孫
碑
」

(
越
孟
頬
撰
可
愛
槍
の
前
掲
家
出
陣
、
民
集

『道
園

屋
古
銭
』
単位五
十
「
張
宗
師
墓
誌
銘
」、
奥
澄
『
英
文
正
公
集
』
巻
一
一一

十
二
「
上
卿
大
宗
師
輔
成
賛
化
保
運
紳
徳
員
君
張
公
選
行
碑
」
で
あ

る。

(
お
)
虞
集
会
別
掲
)
は
、
こ
の
部
分
を

「以
道
教
隷
集
賢
、
郡
置
道
官
、

用
五
口
問
印
、
宮
御
各
置
主
掌
」
と
記
述
す
る
。

「郡
」
ご
と
に
道
官
を

置
き
、
五
品
の
印
を
輿
え
た
の
で
あ
る
。

(日
出
)
民
集
『
道
園
間
学
古
録
』
品
位
五
十
「
玄
門
掌
数
孫
員
人
墓
誌
銘
」
参

昭…。

(
町
出
)
『
緋
僑
銭
』
品
位
五
参
照
。

(
お
)
『
道
家
金
石
略
』
六
九
九
頁
「
玄
門
掌
数
大
宗
師
存
一
岬
態
化
洞
明
員

人
郁
公
道
行
之
碑
」
参
照
。

(
鈎
)

一
二
四
五
年
孟
州
王
屋
豚
鍵
都
観
給
文
、

一二
五
O
年
淫
陽
重
陽
延

事時
宮
給
文
、
一
二
五
二
年
安
邑
長
春
観
給
文
、

一
二
五
二
年
卒
遁
崇
聖

宮
給
文
、

一
二
五
三
年
卒
進
崇
聖
宮
給
文
、
一

二
五
四
年
十
内
域
調
停
浄

御
給
文
、
の
六
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
六
種
は
、
拙
論
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代

全
員
数
文
書
の
研
究
付
・
同
」
(
前
掲
)
で
論
じ
た
。

(
必
)
大
徳
元
年
馬
廟
呑
火
公
接
、
飲
年
承
天
観
公
媛
、
鉄
年
霊
隠
翻
甲
乙

住
持
札
付
碑
、
の
三
種
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

『道
家
金
石
略
』
に
牧
録

さ
れ
る
。
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THE RANGE AND SOCIAL FUNCTION OF THE SCHOLARLY

　　　

ACTIVITIES OF MEDIEVAL CHINESE LITERATI

　

―THE CASE OF xu SHANXIN OF THE SUI DYNASTY―

KiSHIMA Fumio

　　

This study is an attempt to present ａ comprehensive analysis of the

variety of scholarly activities pursued by Sui 隋dynasty literatiby focusing

on the state councillor χｕ Shanχin 許善心. Particular attention is paid to

the daily activities of this literatus, rather than to his scholarly activities｡

　　

The range of χｕ’sactivities was divided into the following four areas:

formulating state rituals; establishing state library collections; compiling

homages to the new dynasty, and dealing with personnel matters related to

School for the Sons of the State. Viewed from the perspective of χｕ’s

expertise in the Classics, it becomes apparent that this range of activities

was closely linked. Moreover, it is clear that χｕ’sscholarship was not

merely

　

a

　

private

　

endeavour, but　rather　was　inextricably　tied　to　the

performance of state administration｡

　　

This paper concludes that it is, therefore, inappropriate to employ the

modern Western academic categories of “religion” and “ideology”in

attempting to understand such varied literary activities.　Similarly, the

wide breadth of such literary activities ought not to be overlooked in　ａ

narrow scholarly focus on private writings or pedagogic activities alone.

THE CONTROL SYSTEMS OF TAOIST SECTS DURING

　　　　　　　　　　

THE YUAN DYNASTY

Takahashi Bunji

　　

This article is primarily an analysis of the inscriptions given to Taoist

temples by leaders of Taoist sects during the Yuan dynasty.　It attempts to

interpret the context of these inscriptions and use this material as a basis to
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discuss how these sects were organized, and theｅχtentto which they were

influenced by the structure of the Mongol government｡

　　

During the Yuan dynasty, Taoist sects were permitted to select Taoist

priest for themselves (度牒).lt was common practicefor sect members to

selecthigh priestsfrom among their own numbers (甲乙住持).　For these

two practices to ｃｏｅχist,it was　necessary for there to have　existed ａ

well-defined and equitable organizational structure.　This in turn　would

allow each sect to operate more effectively. As ａresult of this structure,

these sects became increasingly powerful｡

　　

In an attempt to centralize power in Handi 換地, Mongke-Qa'an

appointed one leader to oversee all the Taoist sects.　Qubilai-Qa'an,

however, preferred to distributepower equally among the sects, and he thus

empowered each sect.　After the period of the rule of　Temur-Qa'an,

successive rulers adopted Qubilai-Qa'an's policy,although in addition they

gave special authority to the qualified Taoist priest.　This imbalance　of

power gradually led to the erosion of the effectivenessof the organizational

structure of each sect. As ａ result,ａ decline in the power of these sects

followed. This imbalance of power leading to ａ less well-defined organi-

zational structure and ultimately to ａ decline in power was　also ａ

characteristicfeature of the Mongol government.

Ａ REFORM PLAN OF AREA POLITICS AND LOCAL

ADMINISTRATION AT THE END OF THE YUAN ERA

ITO Masahiko

　　

Around the middle of the Zhizheng 至正era at the end of the Yuan

dynasty, Zhao Ｊｉｅ趙偕，ａnon-career literatusin Cixi county 慈渓蒜in

Qingyuan route慶元路. put forward two plans for the reformation of local

county administration. Zhao presented one plan to Zhen Lin 陳麟，ａ

magistrate in his own county, and the other to χｕ Guangda 許廣大，ａ

magistrate in the neighbouring Yin county 鄭蒜.　In this paper, I
show

that Zhao's plans may be considered to contain important
precedents for the
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